
 

 

平成 27 年度 木津川上流管内河川レンジャー会議 

 

次 第 

 

 

       日時：平成 28 年 3 月 7 日(月) 18:30～ 

       場所：木津川上流河川事務所 3F 会議室 

 

★タイトルをクリックすると会議資料にジャンプします。 

 

● 議事要旨 

● 委員名簿 

 

1. 平成 27 年度河川レンジャー活動報告 

 

2. 平成 28 年度河川レンジャー年間活動計画の決定 

 

3. 今後のスケジュール 

 

4. その他 
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平成 27 年度 木津川上流管内河川レンジャー会議 

議 事 要 旨 
 

(開催要領) 

  開催日時：平成 28年 3月 7日(月) 18:30～20:30 

  開催場所：木津川上流河川事務所 3F会議室 

 

(議事次第) 

1. 平成 27年度河川レンジャー活動報告 

2. 平成 28年度河川レンジャー年間活動計画の決定 

 3. 今後のスケジュール 

 4. その他 

 
(出席者) 
  河川レンジャー：西レンジャー、池田レンジャー、吉岡レンジャー、田中レンジャー 
  自 治 体：三重県伊賀建設事務所事業推進室流域課長代理 坂氏 
          独立行政法人水資源機構木津川ダム総合管理所管理課長 岩本氏 
          伊賀市建設部公共基盤推進課長 小西氏 
  国 土 交 通 省：木津川上流河川事務所管理課長 松盛氏 
 
(議事内容) 

1. 開会  
事務局より配布資料の確認ならびに出席者の紹介後、レンジャー会議議長より、開催の挨

拶が行なわれた。 
 
 

2. 平成 27 年度河川レンジャー活動報告 
西レンジャー会議座長より議事進行のもと、はじめに河川レンジャーより平成 27 年度活

動報告が行われた。(資料-1) 
続いて事務局より、平成 27 年度に活動で実施されたアンケート調査結果の報告が行われ

た。(資料-2) 
 
本議題に関しての委員よりの主な意見は以下のとおり。 

 
○西レンジャーの活動は子ども中心、ということでいいか。 
 
→子どもとその保護者という形で、子どもたちには川の体験をしてもらい、付き添いの保

護者には子どもの見守り方、注意事項などを知ってもらう。経験があれば何かのときに

役立つということもあり、子どもとその保護者を対象に活動を考えている。 
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○H27-22-2 の防災の学習会について、具体的な内容はどのようなものか。 
 
→江戸時代に隠（なばり）といわれていた頃の新町橋の役割について資料を作成し興味を

もってもらった(新町橋が台風で 2 回、3 回と流されている等)。昭和 34 年の伊勢湾台風

でコンクリートダムが流され、名張市街全域(小学校の校区)が大変な被害に遭った、そ

の後ダムが造られて、現在に至ることを説明した。本来はまちづくり協議会と連携を取

りたかったのだが、以前まちづくり協議会の方に話をしてもらった内容では、小学 4 年

生には難しいと感じたため、自分なりにわかりやすい資料を作成して説明した。 
 
 
○子どもは映像がないと解りづらいと思うが、どのように入手したのか。 
 
→新町の自治会が「新町の歴史」という冊子を作っている。それを借りて、当時の写真や

体験者のコメントを利用して資料とした。 
 
 
○その本は図書館にあるか。 
 
→ありません。今回は新町の知人から借りた。新町の自治会が自分のところの資料として

作られた。水害の資料は木津川上流河川事務所のホームページにある。 
 
 
○田中レンジャーの活動は年配の参加者が多いか。 
 
→広報の手段が思いつかなくて知人から口コミで集めているため、参加者が年配の方にな

りがちである（夏の活動は事務局からチラシを配布）。 
 
 
○危険なことはなかったか。 
 
→リバートレッキングにて、参加者に川歩きでは滑ることを伝えていたが、実際に滑って

驚いてパニックを起こされた。次回からはしつこいくらいに滑ることを伝えないといけ

ないと思った。 
 
 
○川歩きのスタッフは何名か。 
 
→3 名です。 
 
→私の参加者は挑戦したいという若い人が多く、田中レンジャーとは参加者の棲み分けが

できている。 
 
→親が子どもを守る方法を知ってもらいたいと考えているので、子どもと保護者の参加を

増やしたい。 
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3. 平成 28 年度河川レンジャー年間活動計画の決定 
西レンジャー会議座長より議事進行のもと、各河川レンジャーより、自身が計画実施する

平成 28 年度の河川レンジャー年間活動計画(案)の説明が行われた。(資料-3) 
 

本議題に関しての委員よりの主な意見は以下のとおり。 
 

○学校との連携として、名張小学校や新居小学校の遊水地（今年度は木津川上流河川事務所

にて出前講座）学習会もレンジャーとして参画していく予定である。 
 
→新居小学校での学習会については木津川上流河川事務所と相談して実施していく。 
  
   
○H28-1 について、日程変更をしたため H28-2 と重なる。変更は出来ないか。 
 
→変更はできない。 
 
 
○河川レンジャーの主な活動内容として、河川の環境保全や川の水質監視などがある。活動

場所などでの簡易水質調査を活動内に盛り込むようにしていただきたい。 
これまでは活動をしたら終了となってしまっている。今後は活動で得られたデータを資料

として取り纏めていただきたい。 
できれば、活動の参加者に新聞や植物地図などの成果を作ってもらえるように計画に組み

込んで欲しい。昨年度や今年度も小学校では河川の啓発看板や壁新聞などを作成してくれ

ている。参加した方達にも何か形に残るものを作成して欲しい。 
  
→見つけた植物のリストを作ってもらう予定です。 
 
 
○計画には入れていないが「木津川展への参加」は関連団体との連携と考えて実施してもよ

いか。 
 
→毎年活動されており、他団体との交流ということで実施してかまわない。 
 
 
○上流の活動が下流のほうに伝わっているのか。 
 
→西レンジャーの活動では京都などの下流の方たちにも上流の活動に参加してもらっている。

木津川の上流と下流の違いなどを見て、知ってもらえている。 
 
→下流で活動されている 20 団体程とつながりをもっており、その団体で上流の紹介をして

くれている。また、国土交通省近畿地方整備局からも連携が注目されている。 
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○下流との連携のきっかけは個人的なつながりですか。 
 
→淀川管内のレンジャー会議や交流会に上流から参加して交流を持つようになった。きっか

けとしては木津川のレンジャーから、「自分たちが守られているのは上流の遊水地のおかげ

なので、遊水地について紹介と見学をさせてほしい」との要望があった。その中で、上流

での川遊び、源流探検を実施した。近畿子ども水辺交流会に協力者として関わるうちに繋

がりができた。 
 
 
○個人的な要望だが、専門外の分野では専門知識を持った人を探したいがなかなかみつから

ない。専門知識を持った人を人材バンクなどに登録してもらえたら活動の範囲が広がると

思う。知的活動の際には人材バンクを用意すべきと思うし、その人材から河川レンジャー

が育つ可能性もある。河川レンジャーの育成システムが必要だと思う。 
 
審議の結果、委員の挙手により承認され、平成 28 年度河川レンジャー年間活動計画は決定

された。 
 

 
4. 今後のスケジュール 

  西レンジャー会議座長の議事進行のもと、事務局より平成 28 年度の実施スケジュール(案)
の説明が行われ、決定された。(資料-4) 

 
審議の結果、委員の挙手により承認され、平成 28 年度実施スケジュールは決定された。 

 
 

5. その他 
 

（事務局から） 
・5/15 に名張クリーン大作戦が実施される（伊勢志摩サミットのおもてなし作戦の一環）。 

河川敷での活動なのでレンジャーにも参加いただきたい。まだ活動内容は決まっていない

がゴミ拾いや水質調査を予定としている。 
伊賀市や水資源機構でも連携できる活動があれば連絡いただきたい。 

・レンジャー活動での成果を展示する場所を自治体から紹介いただきたい。 
・これまでは木津川上流管内といいながら三重県を主に活動していた。しかし源流探検など

の活動は御杖村や他の市町村で実施している。来年度は伊賀市・名張市の他にも広報など

をしていきたい。広報をする上でその市町村が委員に入っていないのはどうかという意見

もある。 
 

→クリーン作戦について、地元の依那古地区で消防団と一緒に河川の清掃を実施する(管轄は

県)。各消防団では河川美化活動をしているので、連携をとることが出来るかもしれない。

調べてみますので、また三重県や伊賀市、事務局と相談させていただきたい。 
 

→名張市ではシルバー人材センターが 300 人ぐらいでゴミ拾い活動をしている。 
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→御杖村などの参加は決定ではなく、来年度以降検討していく段階です。 
 

 
5. 閉会 

事務局より、閉会の挨拶が行われた。 
                                      以上 

tamazaki-chiaki
テキストボックス
次第に戻る



日時 ： 平成28年3月7日(月) 18:30～

場所 ：木津川上流河川事務所　3F会議室

                         

分　　類 氏　名
ふ り が な

備考

西　祐治

●

独立行政法人水資源機構 
木津川ダム総合管理所管理課長

名張市都市整備部都市整備政策室長

河川レンジャー　吉岡　正夫 河川レンジャー　池田　裕

国土交通省近畿地方整備局
　　　木津川上流河川事務所伊賀上野出張所長

国土交通省近畿地方整備局
　　　木津川上流河川事務所名張川出張所長

自　治　体

伊賀市建設部公共基盤推進課長

池田
いけだ

　裕
ひろし

河川
レンジャー

西
にし

　祐治
ゆうじ

田中
たなか

　賢治
けんじ

岩本
いわもと

　浩
ひろし

事務局

●

●

●
国土交通省近畿地方整備局

名張市都市整備部
都市整備政策室長

 木津川上流河川事務所名張川出張所長

●
公共基盤推進課長
伊賀市建設部

所　　属　　等

我山
わがやま

　博章
ひろあき

三重県伊賀建設事務所事業推進室流域課長

独立行政法人水資源機構
　　　木津川ダム総合管理所管理課長

浅井
あさい

　稔
みのる

●

木津川上流河川事務所伊賀上野出張所長

●

平成27年度 木津川上流管内河川レンジャー会議　委員名簿　

レ
ン
ジ
ャ
ー

会
議
　
委
員

小西
こにし

　康章
やすあき

国土交通省近畿地方整備局
　　　木津川上流河川事務所管理課長

吉岡
よしおか

　正夫
まさお

早田
はやた

　順英
よりひで

三重県伊賀建設事務所
●

国土交通省近畿地方整備局

畠山
はたけやま

　光彦
みつひこ

国土交通省

●

　【配席表】

●

河川レンジャー　田中　賢治

事業推進室流域課長

松盛
まつもり

　善彦
よしひこ

国土交通省近畿地方整備局
 木津川上流河川事務所管理課長

河川レンジャー

●

tamazaki-chiaki
テキストボックス
次第に戻る



資料-1

平成27年度 河川レンジャー活動報告
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平成27年度河川レンジャー年間活動計画 上段:計画/下段:実績

活動
No

担当
レンジャー

活動名 実施日時 開催場所
募集人数
参加人数

備考

忍者が修行した忍者岳を登る＋柘植川源流
を探り、伊勢湾を見る

平成27年5月10日(日)
9:00～15:30
(6.5時間)

忍者岳（伊賀市）
油日岳（甲賀市）

25人

忍者岳登山（木津川源流探検）―伊賀・甲
賀忍者が修行した山を忍者研究家と修行す
る―

平成27年5月10日(日)
9:00～15:30
(6.5時間)

変更無し 16人

郷土に残る産業遺産を歩く
美旗新田用水1

平成27年5月17日(日)
9:00～15:00

(6時間)

美旗地区から
新田用水に沿って

すずらん台入り口まで
20人

変更無し
平成27年5月17日(日)

9:30～14:00
(4.5時間)

名張市美旗新田 12人

郷土に残る産業遺産を歩く
美旗新田用水2

平成27年5月31日(日)
9:00～15:00

(6時間)

すずらん台入り口から
新田用水に沿って

新田井堰、滝之原経由
すずらん台入り口まで

20人

変更無し
平成27年5月31日(日)

10:00～15:30
(5.5時間)

名張市すずらん台
〜伊賀市高尾出合
〜すずらん台口

22人

やなせ子どもの水辺調査隊～春～
※やなせホタル観賞会連携

平成27年6月13日(土)
15:00～21:00

(5時間)

やなせ宿
宇流冨志禰神社

旧名張市内やなせ水路

やなせ子どもの水辺調査隊
※4月隊員募集

やなせ子どもの水辺調査隊～春～名張川ホ
タル再生に向けてのホタル観賞会
※やなせ祭りでの河川レンジャー活動報告
展示を含む

平成27年6月13日(土)
9:30～21:00
(10.5時間)

名張市旧細川邸やなせ
宿、及び周辺

38人

地元の自然環境と蛍

平成27年6月6日(土)
19:30～21:30

(2時間)
(状況により
次週と2分割)

百合が丘市民センター
(名張市百合が丘西)

100人

変更無し
平成27年6月6日(土)

19:30～21:30
(2時間)

百合が丘市民センター
釜石川

169人

青蓮寺川支流親子リバートレッキング1

百々川の室生凝灰岩の川床を楽しく川歩き

平成27年6月7日(日)
9:00～15:00

(6時間)

青蓮寺川支流
百々川流域

20人

青蓮寺川支流親子リバートレッキング１
百々川を歩く

平成27年6月7日(日)
9:10～13:40
(4.5時間)

名張市神屋百々地区内
（百々川流域）

10人

郷土・環境学習
平成27年6月以降

※日程は4月以降担当教諭と
打合せ

錦生赤目小学校
(名張市赤目町壇)

35人

- - - -

※学校との日程が合わず
中止H27-7

池田

吉岡

H27-1

田中H27-2

田中H27-3

西H27-4

H27-5

田中H27-6

吉岡

総括-1



平成27年度河川レンジャー年間活動計画 上段:計画/下段:実績

活動
No

担当
レンジャー

活動名 実施日時 開催場所
募集人数
参加人数

備考

発見！赤目の金み～つけた
平成27年7月11日(土)

21:30～23:00
(1.5時間)

赤目観光ハウス前
(名張市赤目町長坂)

30人

発見！赤目の金み～つけた！！
平成27年7月11日(土)

21:15～22:45
(1.5時間)

赤目観光ハウス
長坂山

98人

小学校着衣水泳体験学習
平成27年7月中旬
10:00～15:00

(6時間)

現時点では…
伊賀市立依那古小学校

他校については
要望により対応

小学校との個別調整

依那古小学校　着衣水泳体験学習

平成27年7月14日(火)
10:30～11:30

(1時間)
平成27年7月31日(金)

14:00～15:00
(1時間)

依那古小学校 123人

青蓮寺川支流親子リバートレッキング2

済浄坊渓谷の室生凝灰岩の川床を楽しく川
歩き

平成27年8月2日(日)
9:00～15:00

(6時間)
青蓮寺川支流
横輪川上流域

20人

青蓮寺川支流親子リバートレッキング2
済浄坊渓谷を歩く

平成27年8月2日(日)
9:10～15:40
(6.5時間)

奈良県宇陀郡曽爾村
（横輪川流域）

17人

木津川上流子ども川のサミット
平成27年7月26日(日)

9:00～17:00
(8時間)

伊賀市奥馬野馬野渓谷
大山田せせらぎ公園

大山田どんぐりホール

※上流管内
やなせ子どもの水辺調査隊
依那古体験隊
※下流域
木津川川ガキ団
子どもと川とまちのﾌｫｰﾗﾑ

変更無し
平成27年7月26日(日)

10:00～15:30
(5.5時間)

大山田地区　奥馬野
 ライトピア大山田周辺

の馬野川
106人

川に入り、川を身体で体験しよう
(水生生物調査含む)

平成27年8月8日(土)
9:00～17:00

(8時間)

伊賀市依那古沖～
市部地区

木津川河川敷

やなせ子どもの水辺調査隊
一般参加者

川に入り、川を身体で体験しよう
平成27年8月8日(土)

10:00～15:00
(5時間)

伊賀市依那古地区
木津川河川敷

61人

やなせ子どもの水辺調査隊～夏～
※やなせ鮎祭り連携
※8月度活動紹介展示含む

平成27年8月23日(日)
9:00～13:00

(4時間)

やなせ宿
名張川

（新町橋下）

やなせ子どもの水辺調査隊
※4月隊員募集

変更無し
平成27年8月2日(日)～

8月30日(日)
やなせ宿 -

忍者も使った薬草の宝庫、三峰山を登る。
＋名張川源流を見てカワチブシとホソバヤ
マハハコを見る

平成27年9月13日(日)
8:00～15:30
(7.5時間)

三峰山
（奈良県三峰村)

25人

忍者も使った薬草の宝庫三峰山を登る-名
張川源流探検 -
伊賀薬剤師会とベテラン登山家と忍者研究
家が語る

変更無し 変更無し 19人

H27-14

※川の水位上昇のため中
止
※活動紹介展示のみ実施

※雨天による水温の低下
のため、全校集会での講
話に変更(7/14)
※PTAからの依頼により、
自由水泳時にペットボト
ルによる浮遊体験実施
(7/31)

H27-10

H27-13

西

田中

池田

吉岡H27-8

H27-9

西H27-11

西H27-12

西

総括-2



平成27年度河川レンジャー年間活動計画 上段:計画/下段:実績

活動
No

担当
レンジャー

活動名 実施日時 開催場所
募集人数
参加人数

備考

木津川バッタオリンピック参加
平成27年9月23日(水)

9:00～17:00
(8時間)

京都府城陽市
及び木津川下流流域

やなせ子どもの水辺調査隊
一般参加者

変更無し
平成27年9月23日(水)

10:00～12:00
(2時間)

変更無し 参加者なし

やなせ子どもの水辺調査隊～秋～
平成27年10月10日(土)

9:00～13:00
(4時間)

箕曲公民館
高岩井堰周辺

やなせ子どもの水辺調査隊
※4月隊員募集

- - - -

忍者が崇拝した役行者所縁の室生寺周辺渓
流を探索する

平成27年10月18日(日)
9:00～15:30
(6.5時間)

奈良県宇陀市
室生寺周辺

25人

忍者修行地赤目滝縦走（名張川源流探索）
赤目四十八滝を忍者研究家と修行

平成27年10月18日(日)
8:45～15:45

(7時間)

三重県名張市
赤目四十八滝渓谷地

長坂山
11人

曽爾の谷間を展望する
大栂山から鎧岳、兜岳縦走

平成27年11月15日(日)
9:00～16:00

(7時間)

曽爾
(青蓮寺川左岸尾根)

布引川源流
20人

変更無し - - -

やなせ子どもの水辺調査隊
～冬～
※やなせ宿新春イベント共催

平成28年1月10日(日)
9:00～13:00

(4時間)

やなせ宿
名張川

やなせ子どもの水辺調査隊
※4月隊員募集

やなせ子どもの水辺調査隊～冬～
野鳥と自然観察会

平成28年1月11日(月)
9:00～12:00

(3時間)

名張市旧細川邸やなせ
宿、及び周辺名張川

14人

第9回近畿子どもの
水辺交流会in奈良　参加

平成28年1月or2月
9:00～17:00

(8時間)

奈良県内
（場所は未定）

やなせ子どもの水辺調査隊

-
平成28年1月23日(土)

10:00～16:00
奈良県文化会館 -

下流レンジャー主催
『木津川展』展示参加

平成28年2月～3月
京都府木津川市

木津川流域センター
募集なし

下流・木津川管内河川レンジャー主催
『木津川展』展示参加

平成28年2月27日～2月29日
3月4日～3月6日
各10:00～15:00

変更無し 変更無し

※雨天のため中止田中

※参加者が集まらず、下
流の活動へ河川レン
ジャーとして参加

※高岩井堰簡易魚道が出
水により流され中止

H27-20

H27-18

池田

H27-21

西

H27-17

※個人活動
　(参加者が集まらなかっ
たため、個人活動とし
た。)

西

西H27-15

西

H27-19

西H27-16

総括-3



平成27年度河川レンジャー年間活動計画 上段:計画/下段:実績

活動
No

担当
レンジャー

活動名 実施日時 開催場所
募集人数
参加人数

備考

学校教育プログラムへの組み込み 未定 名張市・伊賀市内 -

名張小学校4年生　環境と社会科学習参画
平成27年6月5日(金)

10:30～12:30
(2時間)

名張小学校 49人

学校教育プログラムへの組み込み 未定 名張市・伊賀市内 -

名張小学校4年生　環境と社会科学習参画-
2

平成27年12月8日(火)
10:30～11:30

(1時間)
名張小学校 49人

H27-22-1 西

H27-22-2 西

総括-4



実施日 平成27年5月10日(日)　9:00～15:30

参加者

奥余野森林公園の奥余野登山口より右回りで、ぞろぞろ峠、倉部山(688m)、三国山（711m）、忍者
岳(722m)、加茂岳(701m)、油日岳(693m)三馬渓を経て、戻ってくるコース。

実施場所

活動目的

戦国時代伊賀忍者と甲賀忍者が修行した忍者岳を木津川源流に沿っての登山です。忍者研究家が案
内します。倉部山、三国岳、忍者岳、加茂岳、油日岳を縦走します。険しい場所もありますが三国
岳よりの眺望は最高です。忍者岳周辺は、本当に忍者が修行した地、薬草採取の地、癒しの地で
す。木津川上流について学んでもらいます。植物の名前も覚えてもらいます。忍者についても学び
ます。いわば忍者修行体験の登山。

16名

実施河川レンジャー 池田河川レンジャー活動No H27-1

　　忍者岳登山（木津川源流探検）
―伊賀・甲賀忍者が修行した山を忍者研究家と修行する―

活動名

伊賀薬剤師会　堀内  諭、川口　嘉彦
伊賀忍者研究会　池田　英

感想
考察

◆活動全般について

今回の木津川源流探検忍者岳登山は４回目だった。募集人数は、１５人がほどよくいい。さもない
と、長い行列になり、講師の説明が最終尾は聞きにくくなるだろう。本年度もリピーターも増え
た。
４月にフェイスブック（ソーシャルネットワークサービス）をかけた。おかげで、最低人数13名は
確保して、結局は、最高の天気で景色を楽しんで頂いた。今年は、去年より一週間早めたが、やは
り、可能なら来年度はゴールデンウイーク中に実施したい。
多くの面で参加者に感動を与えたと自負している。登山、景色、植物、交流、山の説明、忍者、そ
して、木津川源流の解説等である。来年度も、源流探検登山を通して木津川上流域に住む、私たち
の木津川との理解、素晴らしさを伝えていきたい。

①木津川源流柘植川と歴史について学習　9:00～11:30

②薬用植物・伊賀忍者について学習　11:30～12:30

講師

・柘植川源流探検

・薬用植物と伊賀忍者について学習活動内容

③木津川上流および柘植川について学習　12:30～15:30

・木津川源流と河川について環境学習

1



活動状況

柘植川源流で記念写真

ハシゴをつかい下る崖

油日岳からの眺望

源流の滝に祀られていた不動明王像

参加者
意見

・水がきれいでよかった。
・源流を見たのは、初めてだった。
・川の源流を見ることができて感動しました。
・支流が集まり、一本の大きな川となる。山の環境をたいせつにすべき。
・源流まで植林があっておどろいた。
・透き通っていたこと、カエルのオタマジャクシなど生物も見られたこと。
・源流の水が本当にきれいでした。

感想
考察

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

「支流が集まり、一本の大きな川となる。山の環境をたいせつにすべき。」「いい勉強になっ
た。」などの意見を頂いたことより、木津川の上流について学んでもらうという目的は達成された
と考えられる。
「河川の環境の整備」「川をきれいにする活動をしてほしい」という意見もあり、河川の環境整備
について地域の方の意見を河川管理者など関係機関の方へ伝えていきたいと思う。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

今回、４回目の忍者岳柘植川源流登山。完成されてきた。今後、この形でさらに発展させて行きた
い。来年度は、一度実施時期を変えるのも面白いかもと思う。試行錯誤を繰り返し、より完成され
たものにしていきたい。
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昼食時間に木に登る参加者 直角に近い崖を下る参加者

活動状況

忍者岳の看板で記念撮影 忍者岳にて、忍者達と私

3



広報チラシ等
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感想
考察

◆活動全般について

・良かった点
新田地区を一望できる馬塚古墳にて新田用水成立の概要説明ができたので、参加者の理解が容易に
得られた。
天候に恵まれ、予定どおり実施でき、休憩箇所も日陰が得られたので、暑い日ではあったが快適に
進行できた。

・反省点
コースに一部狭い所があり、説明に行き届かない部分があった。
広報に時間的余裕がなく、定員に達しなかった。
次回は早めに広報誌等へ情報を載せてもらい、参加者を募りたい。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

新田地区の成り立ち、江戸時代以降の利水への取り組みについて理解が得られたという意見が多
く、今回の活動目的は概ね達成できたと考える。

講師 無

活動目的
江戸時代初期に開鑿された灌漑用水路を歩き、新田開発当時の様子を体験することによって、利水
事業の歴史と重要性を考える

参加者 12名

活動内容

①美旗新田と新田用水について説明　9:30～11:35

・新田の成立と新田用水の建設、歴史について学習

②美旗新田関連施設見学　11:35～14:00

・水分日時計、分水塔、新田湧水、新田池を見学

実施日 平成27年5月17日(日)　9:30～14:00

実施場所

活動No H27-2 実施河川レンジャー 田中河川レンジャー

活動名 郷土に残る産業遺産を歩く　美旗新田用水1

名張市美旗新田（近鉄美旗駅前〜国道165号すずらん台口バス停）
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活動状況

近鉄美旗駅前にて 美旗新田　馬塚古墳にて

感想
考察

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

特に問題なかったが、隊列が縦長になりすぎて、やや先頭と末尾との連絡が取りにくかったので、
今後はできるだけ行動中に隊列修正の機会を増やす必要がある。

参加者
意見

・初めての道を歩いて楽しかった。ロープの勉強させてもらって良かった。
・普段歩けないところを歩くことが出来ました。
・水の重要性を再認識した。
・農業水路について認識が深まった。
・用水の規模や、工期が短いことに驚いた。
・コースが狭い箇所があったため、説明が聞き取りにくいとの意見があった。

新田分水日時計 美波多神社
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新田池東畔 すずらん台国道付近

活動状況

毘沙門塚古墳 新田旧初瀬街道常夜灯

新田用水 新田池

新田用水分水塔 新田湧水

7



広報チラシ等
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講師 無

感想
考察

◆活動全般について

・良かった点
当日の気温上昇が予想されたので、午後の日照りを避けるため、当初の予定とは逆回りのコース
(すずらん台口→滝之原→新田井堰→すずらん台)とした。
これにより、午後からは木々の陰となる道を歩くことができ、熱中症の心配なく歩き通すことがで
きた。

・反省点
コースに一部狭い所があり、1列になって歩かなければならないところがあった。そのため、後ろ
の参加者に説明に行き届かない部分があった。
説明の際はみんなが話を聞ける場所で行う、もしくは何人かグループに分けて説明を行うなど改善
する必要があった。

参加者 22名

活動内容

①美旗新田と新田用水について説明　10:00～12:10

・新田の成立と新田用水の建設、歴史について学習

②新田用水関連施設見学　12:10～15:30

・三谷川かけ樋、三谷川、前深瀬川分水境切り通し、大池貯水池跡等を見学

実施日 平成27年5月31日(日)　10:00～15:30

実施場所 名張市すずらん台（三交すずらん台口バス停）〜伊賀市高尾出合〜すずらん台口

活動目的
江戸時代初期に開鑿された灌漑用水路を歩き、新田開発当時の様子を体験することによって、利水
事業の歴史と重要性を考える

活動No H27-3 実施河川レンジャー 田中河川レンジャー

活動名 郷土に残る産業遺産を歩く　美旗新田用水2
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参加者
意見

・川の流れを利用して上流～下流についてうまく考えられています。
・色々な活動に参加して地域の勉強をしたい。
・350年程前に作られて現代まで活躍し続けている事に驚きです。先人の知恵にびっくりです。
・昔の人は偉かったのにびっくり。命の水を今まで守って下さってるのには頭が下がります。
・江戸時代にこれだけの水田と水路を造ったのには感心した。
・先人の水に対する思いに大いに感動した。
・水路を歩き、先人の知恵と苦労に感動した。
・参加者が多すぎて、各個所の説明が分かりにくい時があった。

活動状況

すずらん台口にて 滝之原地内にて

滝之原地内にて 伊賀市高尾出合にて

感想
考察

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

江戸時代初期の水路掘削跡の様子を間近に観察することにより、当時の利水への取り組みと水の大
切さを理解でき、当初の活動目的は概ね達成できたと考える。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)
 
特に問題なかったが、前回同様隊列が縦長になりすぎて、やや先頭と末尾との連絡が取りにくかっ
た。これはコース設定上仕方がない面もあるが、行動中はさらに隊列修正機会を増やすよう注意を
払うべきであろう。
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新田井堰付近 新田井堰

新田用水 新田用水

新田用水 新田用水

新田用水 すずらん台口付近

活動状況

11



広報チラシ等
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講師 無

感想
考察

◆やなせ宿での活動展示について

展示はしているもののやなせ宿全体の中に埋もれてしまい、なかなか展示を注視して見てくれる来
場者は少なかった。

参加者 38名

活動内容

①活動展示　9:30～16:00　　　　　　　※やなせ祭りでの河川レンジャー活動展示

・河川レンジャー活動及び木津川の紹介
・外来種に関する課題

②ホタルの成長と生育環境についての学習会　19:00～20:00

・ホタルの種類、生態について学習
・環境保全について学習

③名張川河川敷でのホタル観賞会　20:00～21:00

・やなせ宿から宇流冨志禰神社下までの河川敷でホタル観賞
・事前採取のホタルを参加者と共にリリース

実施日 平成27年6月13日(土)　9:30～21:00

実施場所 名張市旧細川邸やなせ宿、及び周辺

活動目的

名張川のホタル再生に向け、平成22年度から引き続いて名張市まちづくり推進協議会、まちなか交
流部会との連携で継続実施しているホタル観賞会を実施し、現在の状況(ホタル飛翔等)の観測、今
後の課題及び進行中のカワニナ・ホタルの飼育状況を説明し、ホタルが生息する環境を知ってもら
い、名張川でのホタルの再生に寄与する。
また、同日開催されるやなせ宿のやなせ祭りの中で展示スペースを借り、河川レンジャーの活動紹
介の展示も実施し河川レンジャー、及び河川環境保護の啓発活動も同時に実施する。

活動No H27-4 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名

やなせ子どもの水辺調査隊～春～
名張川ホタル再生に向けてのホタル観賞会
※やなせ祭りでの河川レンジャー活動報告展示を含む
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ホタル観賞 参加者によるホタルのリリース

参加者
意見

参加者の子どもからは「初めて間近でホタルをみた」「ホタルの種類とか知れてよかった」との感
想があった。参加の保護者からも、ホタルが住む環境などを勉強できたとの意見もあった。

活動状況

やなせ宿での活動展示 観賞会開催挨拶

ホタルについての学習会 そうめんのふるまい

感想
考察

◆活動の進行について

今年は、やなせ祭りと同じ日にホタル観賞会も実施（昨年は別々）したが、やなせ宿関係者の協力
もあり問題なく実施できた。
会場も準備・片付けの混乱を避けるため、駐車場スペースを利用したが、ゆったりとスペースをと
れたので良かったと思う。
昨年夏から秋にかけて、何度かカワニナを放流したがその効果もあってか、昨年よりホタルの飛翔
は多いと思われた。事前に採取したホタルも放し、今後、更に増えていくことも期待できるのでは
ないかと思われた。
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講師 無

感想
考察

◆活動全般について

釜石川は蛍に関しては自然循環状況下にあるが、河川内”ヨシ”及び土手の草の成育が放置出来な
い状況下にあり、時間を取り草刈り一部実施した。お陰で今回11年来、最多の発生数に至った。
中流域～下流域は4ｋｍと距離もあり、一人の作業量としては厳しく、地区の応援を今後、ゴミ回
収と共に依頼していく予定。
水質も年々改善しており、下流は宇陀川へ直結しているが、その宇陀川直結部分も今年初めて蛍発
生に至り、満足感はある。環境整えれば、喜んでもらえる成果はついてくると実感した。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

日頃から近くにこういう自然環境にあるという事を再認識して川への意識を高められる一助に役
立ってもらえれば当初の目的を果たせたかとも思います。
言葉、知識で自然豊かな町に住んでいるという自負だけでなく、本当にそうなんだと見せて感じて
もらうのは、大人も子供も新鮮で記憶に残してもらえる活動として貢献出来たのはレンジャーの意
義を果たせたように思います。

参加者 169名

活動内容

①ホタルの種類、環境と生態についての学習会　19:30～19:55

・ホタルの基本的知識について学習
・水辺環境について学習

②ホタル観賞会　19:55～21:30

・現地にてホタル観賞

実施日 平成27年6月6日(土)　19:30～21:30

実施場所 百合が丘市民センター、釜石川(中流域)

活動目的
宇陀川水系、釜石川において地元周辺の自然環境の状況と保全により、発生する蛍の生態の学習と
確認により、今後の環境意識を考える機会とする。

活動No H27-5 実施河川レンジャー 吉岡河川レンジャー

活動名 地元の自然環境と蛍
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参加者
意見

・家の近くにホタルがいることにびっくりした。
・きれいな川にすることの大切さを痛感しました。
・名張の川がきれいだと感動した。（川ってすばらしい）
・川にホタルがいっぱいいた。
・水質浄化に努力されていることがわかりました。

活動状況

学習会状況① 学習会状況②

学習会状況③ 学習会状況④

感想
考察

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

暗いところをある程度の距離を歩く為、本来の十分な安全フォロー等から少し不足していたと思い
ます。
幸い、何の問題もなかった事が幸いでした。
小学生の意見で、現実として親が安全意識が高く、普段夜の外出はもうずっと止められているらし
く、久しぶりの夜の外出になり、目がだんだん慣れて来て、まわりも良く見えたとうれしそうに話
してくれたのが印象的で、新しい発見を聞き不思議な感じだった。

16



広報チラシ等
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活動内容

①ロープの結び方の基本実習　9:10～12:30

・簡易ハーネスの作成実習

②リバートレッキング　12:30～13:40

・安全な川筋歩行の基本を習得
・凝灰岩の浸食地形を見学

講師 無

感想
考察

◆活動全般について

・良かった点
事前調査時は水量が少なく心配していたが、当日は適度な水量があったため、河川環境に親しむこ
とができた。川の水が少し冷たかったが、日差しが暖かく快適に活動を行うことができた。
参加者が作成した簡易ハーネスを遡上中に利用することで、ハーネスの活用方法や利便性などをわ
かりやすく説明できた。

・反省点
参加者に高齢者が多かったため、濡れることを避ける傾向があり、川歩きはじめの時点で緊張する
参加者がいた。濡れないように気をつけるあまり転倒などの事故が起こらないように、安全管理を
さらに徹底していきたい。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

河川の自然環境と、流水の作用による河川地形の変化を身近に観察することができ、当初想定した
活動目的は概ね達成できたと考える。

実施場所 名張市神屋百々地区内（百々川流域）

活動目的 百々川の清流に親しむことにより、自然への理解と河川環境保全意識を深める

参加者 10名

実施日 平成27年6月7日(日)　9:10～13:40

活動No H27-6 実施河川レンジャー 田中河川レンジャー

活動名 青蓮寺川支流親子リバートレッキング１　百々川を歩く
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百々川入川点

百々川入川点

感想
考察

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

特に問題なく、円滑に運営できた。

百々川

参加者
意見

・地元にきれいな清流があることを知って嬉しかった。
・林道から見る印象よりも、実際に川を歩くと楽しい。
・はじめは怖かったが、終わった時は達成感があった。
・ロープ結びは難しい。
・百々川の上流にこんなきびしい岩の川渕があったこと、おどろき
・川は汚れているものと思っていましたが、今日リバートレッキングをしてまだまだきれいな川が
ある事を知りました。
・せせらぎの音で気がやすまる。
・知らない所の川に入れて良かった。水がきれいで気持ちよかった。

活動状況

百々地内
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百々川林道 百々地内

百々川 百々川

百々川 百々川

活動状況

百々川 百々川
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広報チラシ等
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98名

活動内容

講師 無

感想
考察

◆活動全般について

最近の一年間の活動のウエイトの主力はこちらの姫蛍関連。
これだけやったら失敗はあり得ないくらいの活動時間。
しかし、生物なので絶対は不可能です。（保水力の植林は予定通り）
エリアは予定通り拡大するも、飛翔時間問題、他地区から情報取り込みたい。
成熟までまだまだですが、早めに公開して良かったと思います。これから10年間は少なくても姫蛍
の時代で、文化昆虫として脚光をあびる確信得ました。
まずは全国10数ヶ所の仲間入りの情報発信を果たせた。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

予想より多くの方々に集まってもらい、静岡、岐阜からも来られた方おりました。
この地区のイベントで100名以上は久々で、公民館長が感動しておられました。（大集団化まで協
力は惜しまない。頑張ってくれと言われました。）

・姫ホタルの観賞

活動No H27-8 実施河川レンジャー 吉岡河川レンジャー

活動名 発見！赤目の金み～つけた！！

実施日 平成27年7月11日(土)　21:15～22:45

実施場所

①姫ホタルと水源地の保水力についての学習会　21:15～21:50

・姫ホタルの生態について学習
・樹木と生物の共存について学習

②姫ホタルの観賞会　21:50～22:45

赤目観光ハウス、長坂山

活動目的
宇陀川水系滝川上流山林においての稀少生物（姫蛍）の集団化を通して水源地周辺の保水力による
水環境と生物のつながりを実感してもらう機会とする。

参加者

22



姫蛍学習会の様子 姫蛍学習会の様子

姫蛍学習会の様子 姫蛍観賞の様子

暗くないと見れない等の問題と安全面。この点はＬＥＤで対応していきたい。（協賛依頼を自治体
へ）

尚、今回は地元放送局取材と、メナード青山より特別依頼で、ＡＫＢグループＮｏ．1であるＨＫ
Ｔ指原莉乃の観賞参加、木津川上流河川事務所職員の観賞参加がありました。

パックテスト〈当日の現地伏流水気温22℃、水温16℃、ＰＨ7～7.5、ＣＯＤ0～2〉感想
考察

参加者
意見

・前から一度見てみたいと思っていた。（見たくても近くで見れる所なかった）
・これからが楽しみな取組みです。（場所も近くてイベントに好立地です）
・イメージより出が少なかった。
・山の蛍は初めて知った。
・土が湿っていた。
・蚊が一匹もいない。
・一番の驚きは蛍本体の大きさ（予想を越える小ささ）

活動状況
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広報チラシ等
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活動No H27-9 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 依那古小学校　着衣水泳体験学習

実施日
平成27年7月14日(火)　10:30～11:30　(雨天中止のため体育館での全体講話にて実施)

平成27年7月31日(金)　14:00～15:00　(夏休みの自由水泳にて浮遊体験を実施)

実施場所 依那古小学校　体育館及び学内プール

活動目的

子どもの水難事故が毎年発生している状況の中で、小学校での水泳の授業の中で着衣水泳の体験学
習を提案し、着衣で泳ぐことの難しさを知ってもらい、子どもの水難事故防止の一環として、学校
教育に参画する。
また、学校の先生や保護者にも体験学習の様子を見学してもらい、子どもの安全を守るために、大
人として気をつけないといけないことなどを考えてもらうきっかけ作りとする。

参加者 123名　(児童114名、保護者9名)

活動内容

①着衣水泳についての学習会　10:30～11:30　(7月14日)　　　　　　　　　　　

・ペットボトルを使った遊泳方法と救助について学習
・川に入る際の注意事項について学習

②自由水泳時のペットボトル浮遊体験　14:00～15:00　(7月31日)　　　　　　　

・水を入れたペットボトルを投げる体験
・ペットボトルでの浮遊体験
・溺れそうになった際の体勢や注意事項について学習

講師 無

感想
考察

◆児童の感想

河川レンジャーの活動や依那古体験隊の活動に参加したことのある児童にとっては、経験済みでは
あるが初めての児童にとっては知らなかったこともあり、勉強になったという意見が大半であっ
た。
自由水泳時に水を入れたペットボトルと入れていないペットボトルの投げ比べを行ったが、違いに
びっくりする児童もいて、良い経験をしてもらえたと考える。自由水泳に立ち会った保護者からも
ペットボトルで浮遊する体勢に感心する保護者もいて、参加してもらった保護者にとっても良い勉
強をしてもらえたと考えます。

◆活動の進行について

水泳授業の実施に関しては学校側の判断もあり、今回は中止判断としたが午後から天候も回復した
状況もあり判断の難しさは改めて感じられた。
着衣水泳での水質変化の影響も考える必要があり、日程調整の難しさもあった。
本年度の活動に関しては学校側の理解もあり、全校集会の形で講話が出来たことはよかったと思
う。
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感想
考察

◆次年度の取り組みについて

学校側としても、基本的には授業の一環として実施したいという意向も示してもらっており、日程
調整や内容をよく相談して継続実施できるように調整したい。

参加者
意見

河川レンジャーとしては初めての企画で、実際には着衣水泳は実施できなかったが、学校側の意見
としても児童への安全教育という意味では有意義な取り組みであったというコメントがあった。

活動状況

体育館での講話の様子① 体育館での講話の様子②
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児童と保護者に対してチラシを配布し、安全に対する啓発活動とした。

広報チラシ等
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17名

青蓮寺川支流親子リバートレッキング2　済浄坊渓谷を歩く

奈良県宇陀郡曽爾村（横輪川流域）

活動目的 横輪川済浄坊渓谷の清流に親しむことにより、自然への理解と河川環境保全意識を深める

実施日 平成27年8月2日(日)　9:10～15:40

実施場所

参加者

講師

活動No H27-10 実施河川レンジャー 田中河川レンジャー

活動名

活動内容

①ロープの結び方の基本実習　9:10～10:25

・簡易ハーネスの作成実習
・ハーネス連結法について実習

②リバートレッキング　10:25～15:40

・安全な川筋歩行の基本を習得
・凝灰岩の浸食地形を見学

無

感想
考察

◆活動全般について

・良かった点
事前調査時は水量が多く子供では危ない箇所もあるので予備ルートの検討もしていたが、当日は水
量が適当であったため、子供たちも安全に河川環境に親しむことができた。

・反省点
コースが狭いこともあって、この参加者数では午前中の活動に時間がかかりすぎ、昼食休憩時間が
遅くなった。参加者人数を考慮して、時間に余裕を持ったスケジュールを組む必要があった。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

・実施区域の林道のゴミ不法投棄の実情と、河川じたいの清浄な環境を同時に見ることができ、環
境保護意識を啓発できたと考える。
・河川の自然環境と、流水の作用による河川地形の変化を身近に観察することができ、当初想定し
た活動目的は概ね達成できたと考える。
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◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

特に問題なく、円滑に運営できたが、午前中の活動はやや長過ぎた。参加人数が多いときや子供の
参加者がいるときは、移動に時間がかかるため余裕をもった時間配分にする必要がある。
夏休み中の活動であったため、子供達も参加してくれた。今後も親子で楽しく河川環境に親しめる
活動を行っていきたい。

参加者
意見

・三重県の川はきれいな所が多いなと思いました。
・ゴミが捨てられていたことが残念でした。
・楽しかった。　滝の上に魚がいたことにびっくりした。
・一人では来れないのでまた企画してほしい。
・川の水は海より冷たくてびっくりした。
・子供の頃に川でよく遊んでいたので、子供と一緒に楽しめた。
・どしゃくずれで道がふさがっているのにびっくりした。
・きつつきや鹿の角にびっくりした。
・川沿いを道路を車で走っている時、川で遊んでみたいと思っていたので、実際に川に入って歩い
たのがうれしかった。

活動状況

出発点 横輪川入川点

横輪川 横輪川

感想
考察
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横輪川 済浄坊渓谷

済浄坊渓谷 済浄坊渓谷

横輪川 横輪川

活動状況

横輪川 横輪川
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※2015年夏休みの活動案内・
募集チラシは添付の内容

広報チラシ等
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106名

木津川市・下流河川レンジャー関係者　　　　　　　31名
京都市・子どもと川とまちのフォーラム　　　　　　33名
木津川上流（河川レンジャー、依那古体験隊関係）　42名

木津川上流子ども川のサミット

実施日 平成27年7月26日(日)　10:00～15:30

木津川流域、また淀川流域の子ども達の活動グループとの交流の機会を設け、下流域の子ども達に
は木津川上流の自然と歴史を知ってもらう。上流管内の子ども達には、下流域で活動する子ども達
の活動の中から、上流との違いや木津川下流を知ってもらい、交流の中で「川と友達になるには
…」を考える。

活動No H27-11 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名

・馬野川での源流トレッキング体験

実施場所

②参加団体の子ども達による交流会　13:30～14:00

感想
考察

大山田地区　奥馬野 ライトピア大山田周辺の馬野川

活動目的

　
◆安全に関する説明について

当初予定の馬野渓谷でのシャワークライミングは困難と判断し、状況を説明して源流のトレッキン
グの内容に変更したが、逆に水量の多さでの危険度合いも感じてもらえた。安全な場所やルートへ
の変更に関してはうまく対応できたと考える。

参加者

・子ども達による意見交換会

③大山田、古琵琶湖学習会　14:00～15:30

・古琵琶湖について学習

活動内容

①木津川源流トレッキング体験　10:00～13:30

講師 無
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感想
考察

　
◆活動の進行について

毎回であるが、人数が多く、京都からの到着が遅れたため、時間差を設けての実施としたが何とか
対応できた。
途中の休憩も日当たりのいい場所を選定し、参加者の体力面での負担も最小限にできたと考える。

本来は、交流会の中で活動紹介や意見交換も実施したかったが、着替えや昼食の時間が予想以上に
かかり、意見交換はまとめまでできなかった。
しかし、源流域を歩く中で川の怖さを体験したという意見は多くあり、また自然を守る大切さも感
じてもらえたと考えられ、交流と源流体験の目的は果たせたと考える。

◆来年度について

アンケートでも源流のシャワークライミングは是非やりたいという意見も多く継続的な交流活動と
して次年度も考えていきたい。

参加者
意見

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

下流からの参加者（子ども）…
・普段見ている川とは違いきれいだと思った。
・流れのゆっくりな所、速い所の差が上流は大きいと思った。
・流れのはやい所ではとても危ないと感じた。
・台風の後でも魚が一杯いて驚いた。
などの意見があり上流の自然を感じてもらいながら、水の怖さも体験してもらえたと思う。

下流からの参加者（大人）…
・水がとてもきれいで、濡れた後でも匂いが気にならず素晴らしいと思った。
・川の楽しさを感じる活動を広めることの大切さをあらためて感じた。
・下流域での河川をもっと美しくしなければと思った。
・流れの変化や深さの変化、石や岩の形状など自然の不均一さも体験できた。
・自然の中で遊ぶ子ども達の生き生きとした姿を見れてうれしく感じられた。
などの意見があり自然の大切さや怖さ、子ども達と川との接し方を考えるきっかけにしてもらえた
かと思う。
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活動状況

水路での川流れも体験 水路での滝修行も体験

参加者全員での記念写真 後半上流域でのトレッキング

意見交換会 古琵琶湖学習の実施

説明と準備体操 ライトピア大山田前より入水
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活動No H27-12 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 川に入り、川を身体で体験しよう

・伊賀市沖地区から市部地区まで川下り体験

②カヌー体験と水際観察会　13:00～15:00

・カヌー、カヤックでの川遊び体験
・箱メガネでの水際観察

伊賀市依那古地区　木津川河川敷

実施日 平成27年8月8日(土)　10:00～15:00

実施場所

活動目的

参加者に川の中を歩いてもらい、川底が滑る事や急に深さが変わる事、流れの強さを体験してもら
う。
その体験の中からどうすれば安全に川と付き合えるのか、川を楽しむ事が出来るかを体験してもら
う。また川遊びとしてカヌー体験も行い、川と触れ合い、川の事・環境の事を考えるきっかけ作り
を行う。

参加者 61名

活動内容

①川下り体験　10:00～13:00

講師 無

感想
考察

◆安全に関する説明について

活動前の説明で、ライフジャケットの重要性や装着方法、流された時の安全な体勢などを説明し川
に入ってもらったが、実際に川の中で体勢をとってみる子どももいて、身を守る方法を知ってもら
う体験につなげられたと考える。

◆活動の進行について

定例の活動となっており、進行については例年通りの進め方ができたと考える。川の水量も一昨年
の渇水状況ではなく、体験活動の目的から考えると適量であったと思われ、目的に応じた進め方が
できたと考える。

◆その他

本年度、活動名を若干変えて募集を行ったが、逆に馴染みにくい名前になってしまった感もあっ
た。
川に入って川の怖さ、また楽しさを感じてもらう活動にはつながったと考えられ、継続的な活動に
していきたい。
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休憩時の集合写真

参加者
意見

(参加した子どもの意見)…
・川の流れが思ったよりきつかった。
・いきなり深くなったり岩があったりして怖かった。
・小さいけど生物がたくさんいてびっくりした

(参加した保護者の意見)…
・水中の石が滑りやすく不安定なことが勉強になった。
・川の流れが急なのにびっくりした。
などの意見があり、子どもにも大人にも川の怖さを体験してもらう活動になった。

活動状況

開始前の安全に関する説明 川下り　入水

午後のカヌー体験 木津川での自然観察

前半部分の川下り
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※2015年夏休みの活動案内・募集チラシは添付の内容

広報チラシ等
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実施日
平成27年8月23日(日)　(当日活動は名張川の水位高のため中止、活動展示のみ実施)
　
活動展示：平成27年8月2日(日)～平成27年8月30日(日)

実施場所

活動内容

①活動展示　　　　　　　※やなせ宿蔵ギャラリーにて河川レンジャー活動展示

・河川レンジャー活動紹介
・名張小学校での社会科学習の紹介
・名張小学校の児童が作成してくれた壁新聞

活動No H27-13 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名
やなせ子どもの水辺調査隊　～夏～

※やなせ鮎祭り連携
※8月度活動紹介展示含む;展示期間＝8/2～8/30)

講師 無

感想
考察

◆安全に関する対応について

前々日、前日の名張川の様子を確認し、また青蓮寺ダム・比奈地ダムの放水量も確認。前日の段階
で水量が多く危険と判断された為、中止判断とした。当日にはダムの放水量も抑えられ水量は下
がったが、水の濁りなどはあり水温も低かったため、中止判断としては正しかったと考える。

◆活動紹介の展示について

実際の活動を中止としたこともあり、見学者は少なかった。展示自体の広報が広くできていない感
もあり、なかなか多くの人に見てもらえる展示ではなかったように思われる。
次年度以降の対応に関しては検討が必要と考える。

名張市旧細川邸やなせ宿

活動目的
昨年、一昨年に引き続き、名張市旧細川邸やなせ宿を拠点に、「子どもの水辺調査隊」を募集し、
川に触れ、川を知る活動を提供し、川の歴史を学び、かわを大切にする活動を、年間通じて展開す
る。

参加者 －
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活動状況

やなせ宿蔵ギャラリーでの活動展示① やなせ宿蔵ギャラリーでの活動展示②

やなせ宿蔵ギャラリーでの活動展示③ やなせ宿蔵ギャラリーでの活動展示④

参加者
意見

　-
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③木津川上流および名張川について学習　12:45～15:30

・木津川源流と河川について環境学習

講師
伊賀薬剤師会　堀内　諭、川口　嘉彦
伊賀忍者研究会　池田　英

活動No H27-14 実施河川レンジャー 池田河川レンジャー

活動名

・名張川源流の薬用植物について学習

三峰山（奈良県御杖村）

活動目的

初心者にも登りやすい三峰山が木津川上流の一つ名張川源流になる。古来より人は薬草植物をどの
ように活用してきたのかを薬剤師と忍者研究家という立場から説明する。また、中央構造線にあた
る三峰山を地理的に考える。「薬草植物」と「中央構造線」をキーワードに、木津川上流の源流"
に興味を持つ源流探索登山。

参加者 19名

忍者も使った薬草の宝庫三峰山を登る-名張川源流探検 -
                伊賀薬剤師会とベテラン登山家と忍者研究家が語る

活動内容

①名張川源流の探索　8:00～12:00

・名張川源流探検

感想
考察

実施日 平成27年9月13日(日)　8:00～15:30

実施場所

◆活動全般について

今回で、４度目の三峰山登山であり、実施日はベストチョイスであった。トリカブト、ホソバヤマ
ハハコは、8分咲きという、ほぼ満開と言って良かった。天候も少し怪しかったが、次第に晴れて
きたので、満足であった。
最初は曇りであったが、山頂に上がるにつれて晴てきた。目的の2つの植物、またオオブナには参
加者の多くに感動してもらった。大人も子どもみたいにオオブナの木に登っていたのは面白かっ
た。

②薬用植物と三峰山について学習　12:00～12:45
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八丁平での昼ご飯は最高であった。パノラマの景色を満喫して楽しんで頂いた。参加者の交流もで
きた。今回は子供も2名が参加してくれた。
目的の木津川上流、名張川の源流を見たときは参加者全員が感動し、源流の水を飲んでくれた。
申し込みの段階で、人数はやはり、トータルで２５名がリミットである。
今回の参加募集形式は、伊賀市及び名張市内の小学校に活動案チラシと、フェイスブックでの
（ソーシャルネットワーク）募集だった。リピーターも含めて、色々な人間が集まった。来年度
は、可能なら、春か、冬に実施できたらと思う。つまり、チャレンジである。現状で満足すれば、
その時点で後退が始まるからだ。
源流探索登山は、まちがいなく、多くの面で参加者に感動を与えた。登山、景色、植物、交流、山
の説明、忍者、そして、名張川源流の確認等である。来年度も色々な角度で、源流探索登山を通し
て木津川上流流域に住む、私たちの木津川・名張川を理解してもらい、素晴らしさを伝えていきた
い。
いつもながら、薬剤師会の堀内先生と山口先生のお話は、参加者から絶賛であった。このイベント
はお金を払っても、価値あるイベントであると自負する。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)

今回は4回目の実施であった。過去3回の経験が活かされてきたと実感している。
上記、参加者意見(抜粋)より、活動内容および進行方法等は概ね良好であった。活動目的も達成で
きたと考える。
前回同様、植物や山の説明を念入りにおこなってもらった。また植物の説明にクイズなども取り入
れてもらった。これも参加者からは満足感を得たと考えている。今後は、もう少し事前の資料を充
実したものにしていきたい。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

評価としては、Aランクだと言えるだろう。スタッフと講師が私を含め４人で、参加者１９人、事
務局２人、トータル２５人であった。登山という観点から言えば適当な人数であり、最大限の人数
であろう。登山はたとえ山の標高が高くなくても、天候不順等や滑落など、いつ遭難するかもしれ
ないというリスクはあり得る。
常にリスクマネージメントは考えるべきだろう。万全の備えはいくらし過ぎてもし過ぎることはな
い。しかしながら、準備万端であれば、木津川上流の源流探索登山は非常に楽しい活動であり、こ
の楽しい源流探索登山で、木津川上流の素晴らしさを、できるだけ多くの人に味わっていただけ
た。
子どもたちの参加も少しずつ増やしていきたいと思う。事前調査を十分に行い、河川レンジャー、
協力スタッフ・講師間との連絡体制、安全管理体制の確認等を密に行ったので、活動を円滑に進行
できた。だからこそ、４回もこの三峰山登山のレンジャー活動が続けられているのだろう。

参加者
意見

参加者意見より、活動内容および進行方法等、概ね良好であったと考える。事実、リピータの親子
も来ていただき、嬉しかった。

・トリカブトがいっぱいあった。
・名張川の源流を五感で体験できたこと。
・案内人の方々の説明が興味深く楽しかったため、とても為になって魅力的でした。
・源流を初めて見ることができ、感動した。
・もっと美しい川になりますように!!
・とりかぶとの群生がきれいでした。又、山歩きを通じて美味しい空気がすえて良かった。
・自然と川とのつながり、普段気にすることはないが、あらためて、感じることはある。
・雨が山の斜面によって違う川になるのがすごいと思いました。
・2回目の参加であるが、以前来た時と違うコースということもあり、景色や印象が違った。

感想
考察
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カワチブシ（トリカブト）の群生 ホソバヤマハハコの群生

忍者装束の参加者（八丁平） ブナの木に登る参加者

大日如来の仏像前で、印を結び撮影 三峰山頂上で撮影

活動状況
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広報チラシ等

※2015年夏休みの活動案内・
募集チラシは添付の内容
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講師
ＮＰＯ法人こどもとむしの会
金子留美子(理事)

感想
考察

◆開催について

祝日ではあるがウィークデイでもあり、なかなか参加者を募ることができなかった。また、上流の
子ども達や大人にとっても、下流を知ろうという意識は今一つ高くなく、参加申し込みがなかった
のが残念である。実際に参加してみると川の様子の違いなどを再認識して、環境を守る意識付けに
もなると考えられるが、ＰＲも含めて啓発の方法を考えていく必要があると感じた。

◆下流との交流について

木津川レンジャーとの交流活動として一昨年から継続して参加しているが川の様子も年々変わって
きている事も感じられ、交流を続けながら上流の課題や役割も見極めていきたい。

活動内容

①木津川バッタオリンピック　10:00～12:00

・バッタ採取及びバッタについて学習
・採取したバッタのオリンピック

実施日
平成27年9月23日(水)　10:00～12:00
(参加者が集まらなかったため個人活動として実施)

実施場所 京都府城陽市立木津川河川敷運動公園(水主グランド)駐車場付近

活動目的

参加者 -

下流の木津川管内河川レンジャーとの交流を継続しているが、今回下流のレンジャー活動に参加し
木津川の下流の様子、川の幅や水量、河川環境などに触れて、上流と下流との違いを肌で感じる中
で河川環境や防災に関する事を学ぶ機会とする。

活動No H27-15 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 木津川バッタオリンピック参加
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バッタオリンピックの様子 木津川上流の紹介

参加者
意見

個人的に参加してもらった参加者の感想…
カワラバッタなど普段見ることのない種類のバッタを見つけ、上流と下流の川の様子や住んでいる
生物の違いを勉強することができた。との感想もあり、参加してくれた子ども達にとってはいい経
験になったと思う。

活動状況

開始前の説明の様子 バッタの探索、捕獲
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活動No H27-17 実施河川レンジャー 池田河川レンジャー

活動名
忍者修行地赤目滝縦走（名張川源流探索）

赤目四十八滝を忍者研究家と修行

実施日 平成27年10月18日(日)　8:45～15:45

実施場所 三重県名張市赤目四十八滝渓谷地と長坂山

活動目的
戦国時代、赤目四十八滝は修験地であった。今でこそ赤目四十八滝は観光地になっているが、当時
は忍者、修験者のみが許される聖地。渓谷を歩き、長坂山に登山する。赤目滝を眺め、薬草植物を
学び、木津川上流を学ぶ忍者修行体験。

参加者 11名

活動内容

①赤目滝渓谷について学習  8:45～12:40

・赤目四十八滝渓谷と長坂山について学習

②木津川上流について学習　12:40～15:45

・木津川源流滝川、赤目渓谷について学習

講師
赤目四十八滝渓谷保勝会  増田  成樹
伊賀忍者研究会  池田　英

感想
考察

◆活動全般について

赤目四十八滝渓谷入口で行程を説明した後、最初に日本オオサンショウウオセンターを訪れる。こ
こで、赤目に生息する特別天然記念物オオサンショウウオの説明を増田氏から受ける。赤目滝入口
付近には、日本固有のオオサンショウウオでなく、中国オオサンショウウオが昔に持ち込まれて、
ハイブリッドのオオサンショウウオ、つまり、中国の交配種が出現した話しを聞き驚いた。しか
し、赤目滝上流には日本固有種のオオサンショウウオが生息してると聞き少し安心した。
その後、赤目四十八滝渓谷を踏破する。その間に様々な植物観察する。今回はダイモンジソウが満
開で参加者は喜んでくれた。美し渓谷を楽しんだだけでなく、赤目五瀑の最後の滝、荷担滝を見
る。千畳岩で昼食を取った。そして、ほとんど人が通ったことのない、まさに忍者修行登山が始ま
る。「え、こんな道を歩くの？」と喜んでいる人がいた。それは、「忍者修行」という言葉に魅力
を感じて参加した人がいたからだ。頂上に着いた時、参加者全員が対岸のパノラマの景色を満喫し
た。参加者の交流もできた。今回も子供が参加してくれた。それは事務局作成のちらしを小学校に
配布したからだろう。
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人数は２５名が限界だろう。説明が大人数だと人数を把握するのは難しい。今回の参加募集形式
は、名張市内の小学校に活動案チラシと、フェイスブック（SNS）募集だった。リピーターも含め
て色々な人間が集まった。現状で満足することなく頑張りたい。「忍者の修行地、赤目滝縦走登
山」は、まちがいなく多くの面で参加者に感動を与えた。来年度も木津川源流探索登山を実施し、
そのことで木津川上流流域に住む、私たちの木津川・名張川を理解してもらい、素晴らしさを伝え
ていきたい。今回は薬剤師会の堀内先生と山口先生が参加出来なかったのは残念であった。
最後に、読売新聞大阪本社の記者が参加して、大きく忍者修行の地、赤目四十八滝と、名張を「隠
（なばり）」という「万葉集」で使った言葉を題材に記事にしてもらい、関西の人たちに名張と赤
目四十八滝を大きくアピールできた。

◆活動目的の達成状況について (アンケート調査結果等より)
　
もう少し事前資料があれば良かったかと思う。
「川の自然が全てにつながっている実感する」「上流の水は澄んでいて美しい」という意見を頂い
たことより、木津川上流の川や自然について学び、知ってもらうことができたと考えられる。
「河川の危険なところを知ることができるイベントの開催」をしてほしいという意見を頂いたこと
より、このような地域住民からの意見を関係機関等に発信してフィードバックさせていきたいと思
う。

◆活動運営状況について (要員間の連絡体制や安全管理体制の評価)

評価としては、Aランクだと言えるだろう。スタッフと講師が私を含め３人で、参加者１１人、事
務局３人、トータル１７人であった。登山は標高が高くなくても、天候不順等や滑落など、いつ遭
難するかもしれないというリスクはあり得るので、リスクマネージメントを考えることは必須であ
る。備えはいくらし過ぎてもし過ぎることはない。
今後は、チャレンジ精神を持つ子どもたちの参加を少しずつ増やすようにしていきたい。
事前調査（下見）を十分に行い、河川レンジャー、協力スタッフ、講師間との連絡体制、安全管理
体制の確認等を密に行い活動を円滑に進行できた。そして、何よりも誰も怪我をしなかった。当た
り前ではあるが、大事なことだ。今後とも安全で参加者が楽しめるレンジャー活動を続けられるよ
うに頑張っていきたい。

感想
考察
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参加者
意見

参加者意見より赤目四十八滝渓谷の滝全てを見られたこと、また、頂上からの展望に感動したとい
う意見が多かった。

・普段歩けないところを歩けた。
・ダイモンジ草の群生を見て感動した。
・来年もこのような探索登山があれば参加したいと思う。
・頂上からの展望の景色が良かった。
・赤目五瀑の荷担滝が良かった。
・少し紅葉を楽しめた。
・オオサンショウウオを間近に見られて良かった。
・治水によって守られていること、道に失われたものがあることを多くの人が知っておくべきだと
思う。
・上流の水は澄んでいて美しい
・案内していただいた方、かなり知識が豊かで感心した。

活動状況

オリエンテーション ひたすら歩く参加者①

赤目滝の奥にある荷担滝 長坂山頂上付近から見る景色

赤目滝七草の一つ　ダイモンジソウ ひたすら歩く参加者②
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活動状況

忍者装束の参加者（百畳岩） 千畳岩で楽しむ参加者

薬草植物についての説明 赤目滝散策

赤目滝についての説明 集合写真
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※2015年夏休み後の活動案内・募集チラシは添付の内容

広報チラシ等
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活動No H27-18 実施河川レンジャー 田中河川レンジャー

活動名 曽爾の谷間を展望する大栂山から鎧岳、兜岳縦走

実施日 平成27年11月15日(日)　(雨天のため当日活動中止)

実施場所 奈良県宇陀郡曽爾村（青蓮寺川左岸尾根、布引川流域）

活動目的
曽爾の谷を展望する尾根を歩き、青蓮寺川が形作った地形を観察し、河川の浸食作用への理解を深
める

参加者 -

活動内容

講師 無

感想
考察

－
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　－

活動状況

参加者
意見
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※2015年夏休み後の活動案内・募集チラシは添付の内容

広報チラシ等
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活動No H27-19 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名
やなせ子どもの水辺調査隊～冬～

野鳥と自然観察会

実施日 平成28年1月11日(月)　9:00～12:00

実施場所 名張市旧細川邸やなせ宿及び、周辺の名張川

①野鳥観察会　9:00～11:00

・名張川周辺の野鳥観察
・野鳥の生活や川との関わりについて学習

・やなせ宿にて杵と臼での餅つき体験

伊賀自然の会　田中　豊成　他

感想
考察

◆安全に関する説明について

観察に夢中になり、一般道を通るときに車の往来もあって危ない場面もあり、観察ルートをもう少
し考える必要もあると感じた。

◆活動の進行について

観察された鳥の種類は、２６種類（昨年２１種類、一昨年１７種類）と多かった。しかし暖冬の影
響なのか水鳥の飛来が少ない様に感じられた。温暖化の影響で飛来する鳥の種類も変化してきてい
る可能性もあり、観察結果については継続観察していく必要があると思われた。

活動目的
年間を通じて川と触れ合い、親しみ、川の事を考える機会を提供する場としての「やなせ子どもの
水辺調査隊」の冬の活動として、やなせ宿と連携して冬の野鳥観察会を開催し、冬の川の様子や鳥
と魚、自然に関わる学習を行う。

参加者 14名

活動内容

②新春餅つき大会　11:00～12:00　　　　　　　※やなせ宿主催の恒例餅つき大会に協力

講師
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名張川に向かっての野鳥観察 野鳥観察後の餅つき大会

野鳥観察前の説明

参加者
意見

参加者の子どもの感想…
・いろいろな種類の鳥がいてびっくりした。
・ゴミが多かった。　という感想もあった。

一般で３年連続で参加してくれた女性の意見…
・年々種類が増えてきているような気もする。という感想も聞かれた。

活動状況

野鳥観察の様子
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④第４部

・グループ別交流会・全体交流会
　（全体集会で意見交換を実施）

・体験交流プログラム

講師 無

感想
考察

◆近畿子どもの水辺交流会に参加して

近畿各府県の小中学生の普段の活動の様子がうかがえ、参考になった。
子ども達にとっては、こういった機会での発表は、いい経験になり、また活動意欲も増すと思わ
れ、交流としても有意義な発表会であったと思う。

参加者 －

活動内容

①第１部

・開会式
・奈良公園の生態系講座

②第２部

・現地体験交流会
・奈良公園現地調査

③第３部

・グループ別発表会
　（全６グループ）

⑤活動展示

実施日 平成28年1月23日(土)　10:00～16:00

実施場所 奈良県奈良市　奈良県文化会館

活動目的 古都奈良から　～山が元気なら水辺も元気！～

活動No H27-20 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 第9回近畿子どもの水辺交流会in奈良　参加
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参加者
意見

個人活動としたため、参加者意見なし

活動状況

感想
考察

全体交流会では「山と水辺が元気になるために何ができるか？」というテーマで意見交換が行われ
たが、山や水辺をきれいにするといった意見もあり、子ども達の素直な意見が出されていた。
上流域でも山と川のつながりは重要なポイントでもあり、今後の活動の中で子ども達に問いかけて
いけたらと感じた。

発表内容自体は、いろいろでテーマをもって活動した結果を発表する団体もあれば普段の様子を説
明するだけの団体もあり、昨年一昨年に比べると内容に乏しい部分も感じられた。

◆交流会不参加の反省

地理的な問題もあったのか、今回の参加団体は昨年に比べ少なかった。また発表する子ども達も少
ない様に感じた。
三重県からの参加は過去になく、今回参加したかったが間に合わなかったが、展示だけでも参加す
ればよかったと反省します。

来年度は兵庫県での開催でもあり遠方になるため、参加は難しいと思われるが淀川水系でのつなが
りを踏まえ、展示参加等は相談していきたい。

グループ発表の様子 グループ発表（木津川川ガキ団）

グループ発表（親子川の学校） 全体交流会の様子
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広報チラシ等
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講師 無

感想
考察

◆木津川展の参加団体、展示物について

今回の展示物に関しては、鳥や山野草の写真や資料などに重点を置いた展示物にしたとのことで
あったが、木津川下流の自然の豊かさを再認識する展示になっていた。
木津川河川の河岸の崩壊危機に関する資料展示は、毎日放送でも問題視する放送があったり、新聞
各社も取り上げている内容で重要な問題提起であった。
木津川歴史ウォークのイベントの中でも現場確認もされたとのことで、木津川管内河川レンジャー
としての活動にあらためて敬意を表する内容になっていた。

参加者 274人

活動内容

①活動展示(パネル展示)

・上流管内河川レンジャーの活動や木津川上流の様子を紹介
・来訪者に活動の状況や上流の説明

②開催期間中の個別活動(下流・木津川管内河川レンジャー他参加団体が担当)

・野鳥観察会（屋外、開橋周辺の木津川堤防と河川敷）
・連凧作りと凧揚げ、竹細工体験、ストーンアート他

実施日
平成28年2月27日(土)～平成28年3月6日(日)　10:00～15:00
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3月1日～3月3日は閉館)

実施場所 京都府木津川市　淀川河川事務所木津川出張所木津川流域センターと周辺

活動目的

木津川管内河川レンジャー主催の木津川展に参加し、上下流域の連携を進める中で、上流の様子や
課題を知ってもらい、木津川でつながる住民の交流の一環とする。

第7回木津川展テーマ　～木津川流域の様々な取り組みを伝え 、交流を深めよう！～

活動No H27-21 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 下流・木津川管内河川レンジャー主催『木津川展』展示参加
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参加者
意見

◆木津川展来訪者のアンケート抜粋

（１）木津川展全体について
・様々な方の取り組みや問題意識の共有に感心した。
・これからの自然環境の保護などの大切さを感じた。
・自然を守りたいと感じた。
  等の感想が寄せられていた。

（２）展示について
・木津川にこんなきれいな自然の世界があることを知らなかった
・野鳥の写真が素晴らしかった。
・自然環境と水質について知ることができ、出来る事を行動に移そうと思った。
  等の感想が寄せられていた。

感想
考察

◆個別活動で実施された野鳥観察会について

木津川展の期間中の個別活動（田中レンジャー主催）が行われ、同行・協力を行った。
今回木津川で観察された野鳥の種類は２６種類であった。
上流ではなかなか見られない鳥も観察され、流域による違いを知ることができた。上流で実施した
野鳥観察会でも冬鳥の姿が少なかったが、木津川でも少なくなっており、地球温暖化の影響が少な
からず出ていると感じた。
夏鳥も少なくなっている様であり、温暖化による生態系への影響が懸念された。

◆全体の所感

今回のテーマは「木津川流域の様々な取り組みを伝え 、交流を深めよう！」であったが、下流域
の河床低下の問題などもあらためて感じられた。
治水ダムや砂防ダムの影響や、河口付近の護岸工事など河川全体を考察した対策が求められるが、
上流域として出来る事は何か、今一度考えたいと思った。

来訪者数に関しては、例年より少なかった。特に子どもや保護者の参加は少なかった。昨年も同様
の傾向であったが、木津川市・城陽市の小学校にチラシが十分に配布できなかったと反省のコメン
トがあった。
上流管内の活動紹介を見て興味を持ってくれる来訪者が少なく、上流管内河川レンジャーの紹介の
反応としては乏しかった。

下流との交流という点では有意義な活動ではあるが、上流からの参加がどれだけ下流の住民に広ま
るかは疑問を感じるところもあり、来年度の参画は方法を相談したうえで考えたい。
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堤防崩壊危機の説明（現場の状況） 参加団体の活動展示

活動状況

木津川上流管内河川レンジャー活動紹介 木津川管内河川レンジャー　河岸崩壊関連展示

堤防崩壊危機の説明（以前） 堤防崩壊危機の説明（現状）

来場していただいた筒井先生 スタッフでの集合写真
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広報チラシ等
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活動No H27-22-1 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 名張小学校４年生　環境と社会科学習参画

・名張川流域のダムの紹介
・ダムの役割について学習

実施日 平成27年6月5日(金)　10:30～12:30

実施場所 名張小学校

活動目的

名張小学校、４年生の社会科の授業と学習指導要綱に基づいた総合的学習の時間で行われる環境学
習に関連して、名張小学校より依頼があり、名張地区まちづくり推進協議会と連携し、河川レン
ジャーとして授業に参画し、学習の中での川と人とのつながりや環境に関する学習を行う。
１学期の授業として、環境学習に関わる内容の要望があり、ホタルの生態とホタルが住む環境のこ
と、また川の様子やダムに関する説明を行った。

講師 無

感想
考察

◆環境に関する説明について

ホタルに関する説明を行ったが、実際にホタルのことをあまり知らない児童が大半で、現在の子ど
も達の自然とのふれあいの薄さをあらためて感じた。
やはり保護者や周りの大人が教える機会も少なくなっていると感じた。

◆今後の取り組みについて

４年生の社会科では働く人達の学習もあり、２学期の「防災に関する学習」とつなげられればと考
える。

参加者 49名

活動内容

①ホタルの生態と環境についての学習会　10:30～11:30

・ホタルの種類や生態について学習
・事前に採取したホタルの観察

②上流のダムの役割や環境保全についての学習会　11:30～12:30
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参加者
意見

・大きいダムであべのハルカスといっしょがびっくりした。
・いろいろなダムがあるんだなっておもった。
・ホタルを見たことがないので見れてよかったです。
・ダムのたかさでびっくりしました。
・19mlの牛乳で、魚がしんでしまうことにびっくりしました。
・ダムのことやホタルのこととてもべんきょうになりました。
・日本には3000このダムがあることにびっくりしました。
・川をきれいにしたらいろんなことにつながることを知りました。
・ホタルがオスかメスで大きさがちがうことがびっくりしました。

※授業後に児童達が壁新聞を作成

活動状況

ホタルについての学習会① ホタルについての学習会②

ホタルについての学習会③ ダムについての学習会
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活動No H27-22-2 実施河川レンジャー 西河川レンジャー

活動名 名張小学校４年生　環境と社会科学習参画-2

・治水と防災について学習

実施日 平成27年12月8日(火)　10:30～11:30

実施場所 名張小学校

活動目的

名張小学校、４年生の社会科の授業と学習指導要綱に基づいた総合的学習の時間で行われる環境学
習に関連して、名張小学校より依頼があり、名張地区まちづくり推進協議会と連携し、河川レン
ジャーとして授業に参画し、学習の中での川と人とのつながりや環境に関する学習を行う。
２学期の授業として、災害に対する学習の一環として過去の水害の事例を説明し、河川での治水を
学習してもらい、災害時に自分たちが何をする必要があるのか、どのような心構えが必要なのかを
学んでもらう。

講師 無

感想
考察

◆防災に関する説明について

今回、木津川上流河川事務所、あるいはまちづくり推進協議会からも防災の取り組みに関して事業
の中への参画を要請したが、対応してもらえず、河川レンジャーとして資料つくりから実施し、対
応した。４年生児童には総合的な学習の機会であり参画してもらえなかったのは残念である。

阪神や東北の震災の映像をテレビでしか知らない子ども達にとっては自分たちが住む名張でも大き
な災害があったことを知ってもらい災害の恐ろしさを少しでも感じてもらえたと思う。家族で、ま
た地域での災害の備えの大切さを子ども達から発信してくれるようになればと考えます。

◆今後の取り組みについて

年初の打ち合わせで、各学期に１回づつ何らかの形で授業の講師の要請があったが、３学期につい
ては期間も短いため、今回で今年の対応は終了となった。
次年度に関しては、学校側の要望も確認し対応を考えたい。

参加者 49名

活動内容

①過去の災害事例についての学習会　10:30～11:00

・名張の過去の水害について学習

②治水についての説明と防災に対する学習会　11:00～11:30
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参加者
意見

・みずってこわいなとおもった。
・これまでに大きなひがいうけたことをしった。
・はしがこわれてたことにびっくりした。
・風のスピードがすごくはやくてびっくりした。
・いせわん台風で多くの死者がでたのが、びっくりした。
・ダムができたのはそういうりゆうだったんだとおもいました。
・台風がどれだけこわいかをしりました。
・名張川には昔アユがいたことが、びっくりしました。
・昔の名張市と今の名張市が全然ちがうことにおどろいた。
・大きなさい害が名張であったのがびっくりしました。
・自然はいいけど自然にはおそろしい事もある(地しん・津波)ことをしりました。
・いろんなことを学べてよかった。

活動状況

防災についての学習会① 防災についての学習会②

防災についての学習会③ 防災についての学習会④
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資料-2

平成27年度 河川レンジャー活動・講座等 アンケート集計結果

tamazaki-chiaki
テキストボックス
次第に戻る



平成27年度　木津川上流管内河川レンジャー活動・講座等　アンケート集計結果

忍者岳
登山(木
津川源
流探検)

郷土に
残る産
業遺産
を歩く
美旗新
田用水1

郷土に
残る産
業遺産
を歩く
美旗新
田用水2

やなせ
子ども
の水辺
調査隊
～春～

地元の
自然環
境と蛍

青蓮寺
川支流
親子リ
バート

レッキン
グ１

発見！
赤目の
金み～
つけた

青蓮寺
川支流
親子リ
バート

レッキン
グ2

木津川
上流 子
ども川

のサミッ
ト

川に入
り、川を
身体で
体験し
よう

忍者も
使った
薬草の
宝庫三
峰山を
登る

忍者修
行地赤
目滝縦
走（名張
川源流
探索）

やなせ
子ども
の水辺
調査隊
～冬～

名張小
学校4年
生　環
境と社
会科学
習参画

名張小
学校4年
生　環
境と社
会科学
習参画2

参加者数 16 12 22 38 169 10 98 17 106 61 19 11 14 49 49 814

回答者数 16 12 22 38 68 9 10 17 71 22 19 11 11 47 48 421

回答率(%) 100.0 100.0 100.0 100.0 40.2 90.0 10.2 100.0 66.9 36.0 100.0 100.0 78.5 95.9 97.9 51.7

名張市 2 12 22 38 65 8 10 10 4 11 7 2 5 47 48 291

伊賀市 5 0 0 0 0 0 0 4 20 10 2 2 5 0 0 48

三重県内 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 0 0 0 0 5

その他 8 0 0 0 3 0 0 3 47 0 8 7 1 0 0 77

未記入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 12 22 38 68 9 10 17 71 22 19 11 11 47 48 421

男性 12 6 15 18 29 4 4 7 39 8 15 7 4 19 20 207

女性 3 6 7 20 39 5 6 10 32 14 4 4 7 28 28 213

未記入 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

16 12 22 38 68 9 10 17 71 22 19 11 11 47 48 421

～5 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 4

6～12 0 0 0 10 28 0 0 5 44 11 2 1 4 47 48 200

13～19 1 0 0 1 3 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 8

20～29 1 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 1 0 0 0 5

30～39 1 0 0 4 14 0 2 1 4 1 3 0 2 0 0 32

40～49 7 0 0 6 9 0 0 2 10 9 9 4 3 0 0 59

50～59 4 0 1 6 2 0 3 0 3 0 2 4 0 0 0 25

60～69 1 7 9 3 3 2 3 4 1 0 0 0 1 0 0 34

70～ 1 5 11 3 5 5 1 2 0 0 2 0 0 0 0 35

未記入 0 0 1 4 3 1 1 3 3 1 1 1 0 0 0 19

16 12 22 38 68 9 10 17 71 22 19 11 11 47 48 421

 河川ﾚﾝｼﾞｬｰから直接の案内 6 7 11 4 4 4 1 4 29 2 2 1 3 0 0 78

学校からの案内(チラシ) 0 0 0 12 19 0 1 7 10 13 3 2 2 47 48 164

知り合いからの案内(口コミ) 7 4 6 3 8 3 8 4 18 5 9 5 3 0 0 83

ホームページ 0 0 1 0 3 0 0 3 3 0 5 1 0 0 0 16

広報誌 0 2 4 11 11 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 32

公共施設 1 0 0 7 10 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 22

その他 2 1 2 0 14 0 0 0 15 1 0 2 2 0 0 39

未記入 0 0 0 1 5 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 8

16 14 24 38 74 11 10 19 77 23 19 11 11 47 48 442

河川レンジャー活動に参加 6 0 5 8 14 4 6 14 35 15 14 9 6 2 7 145

川に関する活動に参加(河川レ 0 2 2 1 9 2 1 0 7 0 0 0 1 7 9 41

参加したことがない 10 10 14 25 30 3 3 3 29 5 5 2 4 33 29 205

未記入 0 0 1 4 15 0 0 0 0 2 0 0 0 5 3 30

16 12 22 38 68 9 10 17 71 22 19 11 11 47 48 421

楽しかった 15 9 19 20 53 9 8 17 8 21 16 7 10 20 19 251

勉強になった 10 7 12 26 32 2 6 4 6 12 14 5 7 38 38 219

今後も参加したい 11 7 17 18 25 4 4 10 4 12 11 6 6 3 6 144

つまらなかった 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 5

時間がちょうどよかった 3 2 3 3 8 2 0 2 0 3 3 0 2 7 8 46

時間が長かった 0 0 1 1 7 0 0 1 0 1 1 1 0 6 0 19

時間が短かった 0 0 0 1 5 0 0 0 0 2 0 1 0 2 3 14

その他 0 0 0 2 4 0 1 1 1 1 0 2 0 0 1 13

未記入 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 5 0 7

39 25 52 72 135 17 20 35 20 54 45 22 25 81 76 718

はい 16 11 22 35 59 9 9 16 69 20 18 11 11 40 44 390

いいえ 0 0 0 1 8 0 1 0 2 1 1 0 0 6 3 23

未記入 0 1 0 2 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 8

16 12 22 38 68 9 10 17 71 22 19 11 11 47 48 421

はい 15 11 22 34 53 7 9 12 65 16 17 11 11 31 38 352

いいえ 0 0 0 1 11 1 0 1 5 3 0 0 0 15 10 47

未記入 1 1 0 3 4 1 1 4 1 3 2 0 0 1 0 22

16 12 22 38 68 9 10 17 71 22 19 11 11 47 48 421

水生生物調査 6 3 5 11 26 4 5 3 31 3 5 0 10 12 13 137

川下り 6 4 5 14 30 4 7 8 54 12 9 3 7 10 6 179

ｶﾇｰ体験 6 3 4 20 36 2 3 8 54 14 7 3 6 14 12 192

野鳥観察会 6 3 8 10 15 0 0 4 13 2 3 4 6 7 4 85

地域の防災学習 1 1 1 4 5 0 0 3 7 3 2 0 2 5 3 37

郷土の歴史・文化学習 10 6 11 10 9 2 1 0 8 0 7 6 3 17 16 106

地区の自然学習 4 3 8 7 17 3 3 3 14 1 5 1 3 12 6 90

○○川源流確認 7 4 11 6 5 4 1 6 22 2 10 2 3 2 1 86

その他 0 0 0 0 0 0 0 1 4 1 2 2 0 0 3 13

未記入 0 0 1 4 1 1 0 1 0 2 1 1 0 2 2 16

46 27 54 86 144 20 20 37 207 40 51 22 40 81 66 941

H27-22-2

活動

小計

H27-11

回答

小計

小計

活動に参加して

年齢

調査項目

小計

性別

河川レンジャー活動や川に
関する活動に参加したこと
があるか

小計

活動をどこで知ったか

H27-10H27-1 H27-4

「川」についてもっと知りたい
と思ったか

参加してみたい活動や学習
会

「川」に興味や関心を持った
か

小計

小計

小計

小計

合計

H27-22-1

住まい

H27-14 H27-19H27-2 H27-3 H27-17H27-6 H27-12H27-5 H27-8
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平成27年度河川レンジャー活動アンケート集計結果

★あなたのお住
す

まいの地域
ち い き

を教
おし

えてください。

・名張市
な ば り し

・伊賀
い が

市
し

・三重
み え

県内
けんない

・その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

★あなたの性別
せいべつ

を教
おし

えてください。

・男性
だんせい

・女性
じょせい

★あなたの年齢
ねんれい

を教
おし

えてください。

才
さい

0%
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60%

70%

80%

90%

100%

住まい

名張市 伊賀市 三重県内 その他 未記入
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性別

男性 女性 未記入

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

年齢

～5 6～12 13～19 20～29 30～39

40～49 50～59 60～69 70～ 未記入

名張市
69.1%

伊賀市
11.4%

三重県内
1.2%

その他
18.3%

未記入
0.0%

住まい（全体）

男性
49.2%

女性
50.6%

未記入
0.2%

性別（全体）

～5
1.0%

6～12
47.5%

13～19
1.9%

20～29
1.2%

30～39
7.6%

40～49
14.0%

50～59
5.9%

60～69
8.1%

70～
8.3%

未記入
4.5%

年齢（全体）
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★今日
き ょ う

の活動
かつどう

をどこで知
し

りましたか？　　※あてはまるものをいくつでも選
えら

んでください

・河川
かせん

レンジャーから直接
ちょくせつ

の案内
あんない

・学校
がっこう

からの案内
あんない

(チラシ) ・知
し

り合
あ

いからの案内
あんない

(口
くち

コミ)

・公共
こうきょう

施設
し せ つ

の広報
こうほう

便
たよ

り ・ホームページ ・広報誌
こ う ほ う し

・その他
た

（　　　　　　　　　　　）

★今
いま

までに「河川
かせん

レンジャー」の活動
かつどう

や｢川
かわ

｣に関
かん

する学習会
がくしゅうかい

や勉強
べんきょうかい

会に参加
さ ん か

したことがありますか？

・河川
かせん

レンジャー活動
かつどう

に参加
さ ん か

したことがある

・「川
かわ

」に関
かん

する学習会
がくしゅうかい

や勉強
べんきょうかい

会に参加
さ ん か

したことがある（河川
かせん

レンジャー活動
かつどう

以外
い がい

）

・河川
かせん

レンジャー活動
かつどう

や「川
かわ

」に関
かん

する学習会
がくしゅうかい

や勉強
べんきょうかい

会に参加
さ ん か

したことがない

★活動
かつどう

に参加
さ ん か

していかがでしたか？　　※あてはまるものをいくつでも選
えら

んでください

・楽
たの

しかった ・勉強
べんきょう

になった ・今後
こ ん ご

も参加
さ ん か

したいと思
おも

った

・つまらなかった ・時間
じ か ん

がちょうど良
よ

かった ・時間
じ か ん

が長
なが

かった

・時間
じ か ん

が短
みじか

かった ・その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　）
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100%
活動をどこで知ったか

河川ﾚﾝｼﾞｬｰから

直接の案内

学校からの案内(チラシ) 知り合いからの案内(口コミ)

ホームページ 広報誌 公共施設

その他 未記入
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活動に参加して

楽しかった 勉強になった 今後も参加したい

つまらなかった 時間がちょうどよかった 時間が長かった

時間が短かった その他 未記入

河川ﾚﾝｼﾞｬｰ

から

直接の案内
17.6%

学校からの案

内(チラシ)
37.1%

知り合いから

の案内(口コ

ミ)
18.8%

ホームページ
3.6%

広報誌
7.2%

公共施設
5.0% その他

8.8%

未記

入
1.8%

活動をどこで知ったか（全体）

河川レン

ジャー活動に

参加
34.4%

川に関する活

動に参加(河

川レンジャー

活動以外)
9.7%

参加したこと

がない
48.7%

未記入
7.1%

河川レンジャー活動や川に関する活動に参加した

ことがあるか（全体）

楽しかった
35.0%

勉強になった
30.5%

今後も参加し

たい
20.1%

つまらなかっ

た
0.7%

時間がちょう

どよかった
6.4%

時間が長

かった
2.6%

時間が短

かった
1.9%

その他
1.8%

未記入
1.0%

活動に参加して（全体）
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80%

90%

100%

河川レンジャー活動や川に関する活動に参加したことがあるか

河川レンジャー活動に参加 川に関する活動に参加(河川レンジャー活動以外) 参加したことがない 未記入
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★「川
かわ

」に興味
きょうみ

や関心
かんしん

を持
も

ちましたか？

・はい ・いいえ

★「川
かわ

」についてもっと知
し

りたいと思
おも

いましたか？

・はい ・いいえ

★今後
こ ん ご

、参加
さ ん か

してみたい活動
かつどう

や勉強会
べんきょうかい

があれば教
おし

えてください。　※あてはまるものをいくつでも選
えら

んでください

・水生生物調査
すいせいせいぶつちょうさ

・川下
かわくだ

り ・カヌー体験
たいけん

・野鳥観察会
やちょうかんさつかい

・地域
ち い き

の防災
ぼうさい

学習
がくしゅう

・郷土
きょうど

の歴史
れ き し

・文化
ぶんか

学習
がくしゅう

・地区
ち く

の自然
し ぜ ん

学習
がくしゅう

・○○川
が わ

源流
げ ん り ゅ う

確認
か く に ん

・その他
た

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

75%

80%

85%

90%

95%

100%

「川」に関心や興味を持ったか

はい いいえ 未記入
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100%

「川」についてもっと知りたいと思ったか

はい いいえ 未記入

0

50

100

150

200

250

参加してみたい活動や学習会（全体）

はい
92.6%

いいえ
5.5%

未記入
1.9%

「川」に関心や興味を持ったか（全体）

はい
83.6%

いいえ
11.2%

未記入
5.2%

「川」についてもっと知りたいと思ったか
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活動No 回答No 通し№ 「川」について感じていることや思っていること

H27-1 1 1 とにかく山登りがたのしかったです。

H27-1 3 3 水がきれいでよかった

H27-1 4 4 源流を見たのは、初めてだった

H27-1 5 5 川の源流を見ることができて感動しました

H27-1 6 6 伊賀と甲賀の真中に忍者岳があることを初めて知りました。

H27-1 7 7
支流が集まり、一本の大きな川となる
山の環境をたいせつにすべき

H27-1 10 10 知らない山に登れて良かった。

H27-1 11 11 源流まで植林があっておどろいた

H27-1 13 13 すき通っていたこと、カエルのオタマジャクシなど生物も見られたこと

H27-1 14 14
夫の誘いなので仕方なく来た。しかし色々教えて下さったのでたのしかった。
源流、カエルのフカ、滝あそび

H27-1 15 15 源流の水が本当にきれいでした。

H27-1 16 16 ちょうぼうがキレイでいやされました。

H27-2 1 17
始めての道を歩いて楽しかった。
ロープの勉強させてもらって良かった。

H27-2 2 18 名張に引越して来て、色々と勉強し、見て歩いて見たい

H27-2 3 19 普段歩けない所を歩く事が出来ました。

H27-2 4 20 水の重要性を再認識した。

H27-2 5 21 用水の長さ及び工期が短かい事

H27-2 6 22 農業水路について認識が深まった。

H27-2 10 26 一度水路を歩きたかったので良かったです

H27-2 11 27 山歩きが好きなので今日のコースはグッド!!

H27-2 12 28 新緑の中、右に左に水路があり本当に心のいやしになりました

H27-3 1 29 川の流れを利用して上流～下流についてうまく考えられています。

H27-3 2 30 色々な活動に参加して地域の勉強をしたい。

H27-3 3 31 江戸時代にこれだけの水田の水路を作ったのには感心しました。

H27-3 5 33 350年位前の大工事に感動しました。

H27-3 7 35 管理方法

H27-3 9 37 先人の水に対する思いに大いに感動した。

H27-3 12 40 今回は別段ありません。ただ最後部の方にご注意ください。

H27-3 14 42 先人の水に対する心掛について感心しました。

H27-3 15 43 新田水路を歩き先人の知恵とご苦労に感動した。

H27-3 18 46 先人の知恵・知識どんな勉強をしていたのか　苦労等はかりしれませんね。

H27-3 19 47 350年程前に作られて現代まで、続けて活やくしている事におどろきです。先人の知恵にびっくりです。

H27-3 20 48 一度も歩いた事のない、河沿いをウォーク出来、名張伊賀の自然が満喫できて良かった！！

H27-3 22 50 昔の人はえらかったのにびっくり。命の水に今まで守って下さってるのには頭が下がります。

H27-5 1 51 水質浄化に努力されていることがよくわかりました。今後もほたるの増加にがんばってください。

H27-5 3 53 今年はほたるが多かった。

H27-5 4 54 なぜホタルは５００個のたまごから３匹しか飛び立てないのか。

H27-5 5 55 ちかくでホタルを見た。

H27-5 6 56 ちかくでほたるをみた。

H27-5 8 58 蛍がたくさんいて驚きました。

H27-5 9 59 名張の川がきれいだと感動した。

H27-5 10 60 ホタルをそんなに見たことがなくて止まっているのをよく見たりできてよかった。

H27-5 15 65 想像以上にホタルがみれた。しっかり守ってほしいと思った。

H27-5 16 66 ごみが気になる。

H27-5 17 67 きれにすることの大切さを痛感しました。

H27-5 18 68 とっても楽したっかです。きれいで星のようでした。ぜひまた来たいです。（母親代筆です。）

H27-5 21 71 ほたるがきれいでした。

H27-5 22 72 川の自然

H27-5 26 76 ホタルがいっぱいいた。

H27-5 27 77 微生物がいる。冷たい。

H27-5 28 78 オスよりメスの方が数が少なかった。

H27-5 29 79 ホタルが今年の方がとまっていた。

H27-5 30 80 無駄な工事でどんどん三面コンクリの川が増えているのがつらいです。無駄な工事をやめさせてほしいです。

H27-5 31 81 川にホタルがいっぱいいた。

H27-5 33 83 どせいが小さかったです。

H27-5 35 85 家の近くにホタルがいてびっくりした。

H27-5 37 87 きれいになるとホタルもたくさんもどってきてくれるんだなと思った。

H27-5 38 88 こんなにホタルがいると思わなかったのでおどろきました。

H27-5 40 90 川ってすばらしい。

H27-5 42 92 団地に住んでいると、川はみえない。

H27-5 44 94 卵から成虫になる確率が低いこと。

H27-5 45 95 ほたるがあまりにもきれい。

5



活動No 回答No 通し№ 「川」について感じていることや思っていること

H27-5 46 96 ホタルがけっこういてびっくりしました。

H27-5 47 97 ホタルがいっぱいいてびっくりしました。

H27-5 48 98 ホタルがすごくきれいでした。

H27-5 52 102 ひかっててびっくりした。

H27-5 57 107 ほたるたくさんいてびっくりしました。

H27-5 59 109 住んでいる近くにまだこんなにホタルがいるんだなぁと思った。

H27-5 61 111 ホタルはきれいな川にしか生そくしないと聞いてましたが、名張のこんな近くにそういう所があって良かった。うれしいです。

H27-5 63 113 自分の住んでいるすぐ近くに、こんなすばらしい所がある事、とても嬉しく思います。これからもよろしくお願いします。

H27-5 64 114 ホタルがきょねんよりたくさん見えてすごいと思った。もう少し客が静かな方が良かった。

H27-5 65 115 ホタルが川の上にいたことがびっくりしました。（わたしは地面とかにいると思っていました）

H27-5 67 117 ホタルの数がとても少ないことが少し、不思議に感じた。

H27-5 68 118 生き物は不思議がまだまだあるんだと思った。

H27-6 1 119 百々川の上流にこんなきびしい岩の川渕があったことおどろき

H27-6 2 120 川はよごれているものと思っていましたが今日リバートレッキングをしてまだまだきれいな川がある事を知りました。

H27-6 3 121 源流道路よりみるより楽しい半日でした。

H27-6 4 122 せせらぎの音で気がやすまる。

H27-6 5 123 知らない所の川に入れてよかった。水がきれいで気持ちよかった。

H27-6 6 124 川は都道府県をまたがって流れているのに協力たいせいは大丈夫？

H27-6 7 125 本当にうれしかったです。うれしかったですが、後は達成感いっぱいで～す。

H27-6 8 126 初めて貴重な体験をさして頂き非常に楽しかったです。ロープの結びも簡単な様でむつかしかったです。

H27-6 9 127 自分の体が良く分かった。もっとかんたんに歩けると思った。・・・のに。

H27-4 2 129 川はすごいなと思いました。

H27-4 6 133 ホタルを実際に見ること（まじかで）が出来、感動しました。

H27-4 9 136 オスがメスの３倍の数がいること。名張ではホタルが見れるところが多いのであたり前と思っていたがそうではないことが知れた。

H27-4 13 140 子供から年輩の方まで楽しめる企画ですね

H27-4 14 141 住宅等が増え、川の汚れを心配している。徐々にきれいになってきている。

H27-4 16 143 川にごみが多い（特にバーベキューをしたあとのごみ）

H27-4 17 144 名張川がきれいになって来ている

H27-4 20 148 ホタルについてもっと知りたい。

H27-4 24 151 ホタルについていろいろ知れた。

H27-4 26 153 メスのホタルとオスのホタルとの大きさを実際見て大きさにビックリした

H27-4 27 154 ホタルの生態を知れて良かった。

H27-4 28 155 ホタルがたくさんいることが分かった。

H27-4 30 157 名張川にホタルがいる、ということにびっくりしました。

H27-4 31 158 ソーメンとてもおいしかった。又参加したいです

H27-4 34 161 名張の川がきれいである事をうれしく思います。

H27-8 3 168 めずらしいホタルなので、ぜひもう一度来たいと思っています。

H27-8 5 170 小さいのによく光ってびっくりでした。

H27-8 6 171 敏感でなかなかでなくて光イライラした

H27-8 7 172 小さかった。

H27-8 8 173 ほたるがたくさん見れたので、感動しました。

H27-8 9 174 ホタルが小さくて、よく光っててびっくりしました。きれいでした。

H27-8 10 175 貴重な体験でした。吉岡さんごくろうさま

H27-11 1 176 川に入ってたいふうがなくてもさかながいるとしりました。

H27-11 2 177 ふかかったりあさかったことです。

H27-11 3 178 理科の授業で習う河川について実際に見て触れて学習できるよい機会と思った。

H27-11 4 179 とても水がつめたかった。

H27-11 5 180 つめたかった。

H27-11 6 181 いがいと魚がいっぱいいて貝が一匹もいなかったところ。

H27-11 9 184 岩多い。。。一応魚はいることがびっくりした。

H27-11 10 185
水がとてもきれいで、濡れた後にも”におい”がしなかった事です。やはりきれいな川で遊ぶ事は精神的にも非常に良いと実感しま
した。

H27-11 11 186 下流域での川原をもっと美しくしなければならない。

H27-11 12 187 川の流れの強さ。

H27-11 13 188 台風から時間が経っているのに、まだ水量が多めということにおどろいた。

H27-11 14 189 きゅうに水がふかくなってびっくりした。

H27-11 15 190 流れがはやいところとゆっくりのところの差が大きい。

H27-11 16 191 魚があまりどこにもいなかったこと。

H27-11 17 192 ゴミをすてたりよごしたりしないでいつまでもきれいな川でいてほしい。

H27-11 18 193 下流とぜんぜんちがうこと。

H27-11 19 194 流れが急で、とてもあぶなかったけど、飛び込みは楽しかった。

H27-11 20 195 ながれが早く、のぼりにくかった。

H27-11 21 196 川の水がいつか無くならないか気になる。

H27-11 22 197 服部川の水のきれいな事。
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活動No 回答No 通し№ 「川」について感じていることや思っていること

H27-11 25 200 飛び込みをできたことが楽しかった。

H27-11 26 201 思ったより水量が多かったです。

H27-11 27 202 台風が来ていたにもかかわらずに魚がいるということにおどろいた。

H27-11 28 203 魚の量が少なかった。

H27-11 29 204 とびこみがたのしかった。大きなサワガニがいた。

H27-11 32 207 はじめて川に入ってきもちがよかった。

H27-11 33 208 大雨の時の高水位が知りたい。

H27-11 34 209 魚をつかまえてみたい。

H27-11 35 210 流れがすごいはやくてびっくりした。

H27-11 36 211 魚がぜんぜんいなかった。

H27-11 37 212 なんでいしがおおかったんですか

H27-11 38 213 かわがそんなにきけんということにびっくりした

H27-11 39 214 水の流れが早くて、水をなめたらだめだとかんじた。

H27-11 40 215 田んぼに水を送る水路の長さに驚きました。子どもたちが流しそうめんのように流れていたのが印象的でした。

H27-11 42 217 危ないところだと思っていたけれど、きれいな水で安全に楽しく遊ぶことができてよかった。

H27-11 43 218 川の水がきれい。用水路にもドジョウやカニがいて自然豊か！

H27-11 45 220 どんな魚がいるか

H27-11 46 221 川はどこまでつづいているのかな

H27-11 48 223 かわがくろいところやきれいなとこがありました。

H27-11 49 224 石のすべりだいや川はどうやってつくられているのか。

H27-11 50 225 川はどうやって作られたのか？

H27-11 51 226 おくがふかいこと

H27-11 52 227 上流のほうにあまり魚がいなかったこと。

H27-11 53 228 あさいところふかいところのたかさがきゅうだったこと。

H27-11 54 229 川を歩くのは思った以上に疲れるし大変だった。とても楽しかったです。岩ですべり台もしました。溝はできませんでした。

H27-11 56 231 上流と下流と石の形やみずの量やながれがぜんぜんちがうかった。

H27-11 58 233 思ったよりも水がつめたかった。魚がいた。

H27-11 59 234 川の中をずっと歩いて行くのは初めてでしたので、足元が見えない分、足で地形をさぐるように歩くのが面白かったです。

H27-11 62 237 流れが早くて倒れそうになった。

H27-11 63 238 川の流れがかわると魚の量もかぎられてくること。

H27-11 64 239 川に入っていきなりすべってこけてしまった。思った以上に足もとられる。

H27-11 65 240 子どもと一緒になって、おもいきり楽しめました。

H27-11 66 241 上から見たらおだやかな川でも、入ってみると流れが急でおどろきました。

H27-11 67 242 夏に川に入ると気持ちいい。魚を探すのがたのしい。

H27-11 69 244 あったかい所、つめたい所色々あった。水の中の石は大きいけどけったら動いてビックリした。

H27-11 70 245 なんでかわのみずはつめたいか

H27-11 71 246 川の速さ

Ｈ27-22-1 1 247 大きいダムであべのハルカスといっしょがびっくりした。

Ｈ27-22-1 2 248 きたない川はどこですか。

Ｈ27-22-1 3 249 さかなは本当にいるのか？

Ｈ27-22-1 4 250 ほたるがすごい。

Ｈ27-22-1 5 251 川

Ｈ27-22-1 6 252 きたない場所はどこか

Ｈ27-22-1 7 253 ホタルのことがわかったこと。

Ｈ27-22-1 8 254 もっとダムのことしりたかった。
Ｈ27-22-1 9 255 いろいろなダムがあるんだなっと思った。
Ｈ27-22-1 10 256 もうちょっとホタルのことがしりたいです。

Ｈ27-22-1 11 257 もうちょっとホタルのかんさつをしたいです。

Ｈ27-22-1 12 258 ぼくはホタルを見たことがないので見れてよかったです。
Ｈ27-22-1 13 259 川をきれいにすることと思いました。
Ｈ27-22-1 14 260 川がきれいだと生きものがいっぱいでる。

Ｈ27-22-1 18 264 ホタルのたまごの量について

Ｈ27-22-1 19 265 ダムのたかさでびっくりしました。

Ｈ27-22-1 20 266 ほたるのまつりのびっくりしたこと。

Ｈ27-22-1 22 268 19ｍｌの牛乳で、魚が死んでしまうことにびっくりしました。

Ｈ27-22-1 23 269 名張川がきれい

Ｈ27-22-1 24 270 ホタルのしゅるいがたくさんあること。

Ｈ27-22-1 25 271 川にはほかに虫や魚はいるんですか。

Ｈ27-22-1 26 272 ダムのことがいろいろわかりました。

Ｈ27-22-1 27 273 カセンレンジャーの人はかわのことをとてもしっていることにびっくりしました。

Ｈ27-22-1 28 274 川がきれいでびっくりした。

Ｈ27-22-1 29 275 一番きれいなところのダムはどこですか。

Ｈ27-22-1 30 276 ホタルでオスがおおきいことにびっくりしました。

Ｈ27-22-1 31 277 ダムのことやホタルのこととてもべんきょうになりました。
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活動No 回答No 通し№ 「川」について感じていることや思っていること

Ｈ27-22-1 32 278 私はホタルについて考えました。ホタルがいる所は、川がきれいと聞きました。名張川でもホタルはたくさんいますか？（質問）

Ｈ27-22-1 33 279 ホタルはきれいな川しかことがびっくりしました。

Ｈ27-22-1 34 280 ほたるがきれいな川でしかたまごをうまないこと

Ｈ27-22-1 35 281 川をきれいにしなきゃと思った。

Ｈ27-22-1 36 282 川は、とてもきれいなので、大切にしようと思った。

Ｈ27-22-1 37 283 日本には、3000このダムがあることにびっくりしました。

Ｈ27-22-1 38 284 川は、いつからあるのかしりたい。

Ｈ27-22-1 39 285 川はいつからあるのか知りたいです。

Ｈ27-22-1 40 286 ホタルのせいべつのみわけ方を教えてくれたこと。

Ｈ27-22-1 41 287 わたしは、川にもいろん魚とがいるから、川は大切にしなければならないことがわかりました。

Ｈ27-22-1 42 288 ホタルの幼虫は、プランクトンをたべないこと

Ｈ27-22-1 43 289 川をきれいにしたらいろんなことにつながることを知りました。

Ｈ27-22-1 44 290 川にもめずらしい魚がいることをしりました。

Ｈ27-22-1 45 291 川にはいろんなことがありました。名張川はきれいな川だからめずらしい魚がたくさんいるということ

Ｈ27-22-1 46 292 川は、すごいんだなと思いました。

Ｈ27-22-1 47 293 わたしは、ホタルがオスかメスで大きさがちがうことがびっくりしました。

H27-10 1 294 川はうみよりさむくてびっくりしました。

H27-10 2 295 どしゃくずれで道がふさがっているのにびっくりした。

H27-10 5 298 川を歩いて気持ちよかった。

H27-10 6 299 子供の頃に川でよく遊んでいたので、子供と一緒に楽しめた。

H27-10 8 301 きつつきの音をきいて、びっくりしました。

H27-10 9 302 ゴミを川？の近くにすてるのはよくないと思いました。

H27-10 10 303 たきの上に魚がいたことにびっくりした。

H27-10 11 304 川沿いを道路を車で走っている時、川で遊んでみたいと思っていたので、実際に川に入って歩いたのがうれしかった。

H27-10 12 305 ゴミが捨てられていたことが残念でした。

H27-10 13 306 名張でこんなよい場所があるとは知りませんでした。赤目滝よりおもしろかったです。

H27-10 15 308 きつつきやしかの角にびっくり

H27-10 17 310 三重県の川は、きれいな所が多いなと思いました。

H27-12 2 312 びっくりした

H27-12 7 317 川の流れが思ったよりきつかった。

H27-12 8 318 水の流れの変化や水中の石のすべりやすさ等不安定要素が多く、勉強になった

H27-12 10 320 川下り等いろいろさしてもらったこと

H27-12 11 321 カヌはむずかしいこと

H27-12 12 322 小さいけど生物がいたこと

H27-12 13 323 いきなり深くなったり、岩があってびっくりした。

H27-12 14 324 石がおしりにあたっていたかった。

H27-12 15 325 びっくりしたことは、小魚をたべたことです。おいしい小魚

H27-12 17 327 川のこわさを知りました。

H27-12 18 328 前回よりも多く川下りができてうれしかったです。

H27-12 19 329 川のながれが急なのにびっくり

H27-12 21 331 所により岩がすべってすべって少し歩くのも大変だった。

H27-12 22 332 川の流れがつよくてびっくりしました。

H27-14 1 333 トリカブトがいっぱいあったこと。

H27-14 2 334 名張川の源流を五感で体験できたこと（とってもおいしかったです）

H27-14 3 335 まともな源流を初めて見ることができ、感動した。

H27-14 4 336 もっと美しい川になりますように！！

H27-14 5 337 源流の水はおいしかったです。

H27-14 6 338 とりかぶとの群生がきれいでした。又、山歩きを通じて美味しい空気が吸えて良かった。

H27-14 8 340 トリカブトの群生。

H27-14 9 341 地元では見られない植生があり、地元でももっと詳しく探してみたいと思います。

H27-14 11 343 自然と川とのつながり。普段気にすることはないが、あらためて、感じることはある。

H27-14 13 345 源流に感動しました。

H27-14 14 346 身近に薬草がこんなに多くひそんでいることに驚きました。

H27-14 16 348 キウイの原木がさるなしということをはじめてしった。

H27-14 17 349 雨が山の斜面によって違う川になるのがすごいと思いました。

H27-14 18 350 ２回目の参加であるが、以前来た時と違うコースと言うこともあり、景色や印象が違った。

H27-14 19 351 名張川の源流が三峰山だったことに感動しました。

H27-17 2 353 赤目の滝を見下ろせる山があり感動した。

H27-17 3 354 必要な物

H27-17 5 356 川の自然がすべてにつながっている実感する。

H27-17 7 358 治水によって守られていること、逆に失われたものがあることを多くの人が知っておくべきだと思う。

H27-17 8 359 上流の水は澄んでいて美しい。

H27-17 9 360 滝の美しさにあらためて感動しました！

H27-17 10 361 空気が川がきれいだと思った。
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活動No 回答No 通し№ 「川」について感じていることや思っていること

H27-17 11 362 案内していただいた方、かなり知識が豊かで感心した。

H27-19 1 363 いろんなしゅるいのとりがいたこと

H27-19 2 364 鳥が良く見えて面白かった。

H27-19 3 365 ゴミが多かった。

H27-19 4 366 思っていたより多くの鳥が生息していることに驚きました。

H27-19 7 369 川にゴミが多かった。

H27-19 9 371 三年目参加しますが、種類が多く確認でき良かった。

H27-19 10 372 川底にゴミがたくさんしずんでいたのが気になりました。

H27-22-2 2 375 みずってこわいとおもった。

H27-22-2 3 376 わかりやすかった。

H27-22-2 4 377 これまでにおおきなひがいうけたことをしった。

H27-22-2 6 379 はしがこわれたことにびっくりした。

H27-22-2 7 380 風のスピードがすごくはやくてびっくりした。

H27-22-2 10 383 かわがきたないです。

H27-22-2 11 384 いせわん台風で多くの死者がでたのが、びっくりした。

H27-22-2 12 385 だくりゅうのげんいん

H27-22-2 13 386 ダムができたのはそうゆうりゆうだったんだとおもいました。

H27-22-2 14 387 台風がどれだけこわいかをしりました。

H27-22-2 15 388 いろいろなことをテレビで説明しているのが「すごい」と思った。

H27-22-2 16 389 名張川には、昔アユがいたことが、びっくりしました。

H27-22-2 17 390 名張川は昔プールがないと水泳に使われていたこと。

H27-22-2 18 391 川でじこがおきてびっくりした。

H27-22-2 19 392 いせわんたいふうがあったこと。

H27-22-2 21 394 昔名張はちがう漢字で書いてたのがびっくりした。

H27-22-2 22 395 わかりやすくおしえてくれた。

H27-22-2 25 398 川はどうやってきれいになっているのか。

H27-22-2 26 399 川のことが、一番きにいりました。

H27-22-2 27 400 昔の名張市と今の名張市が全然ちがうことにおどろいた。

H27-22-2 28 401 橋が昔からあることがびっくりしました。

H27-22-2 30 403 大きな災害が名張であったのがびっくりしました。

H27-22-2 31 404 川にはどんな魚がいるのか。

H27-22-2 32 405 大きなはしでも台風でこわれたりする。

H27-22-2 33 406 川は雨がふったあとに水がふえること。

H27-22-2 34 407 昔の川は、いろいろ活用されていた。

H27-22-2 36 409 昔の川は、季節によって色々な事に活用していた。

H27-22-2 37 410 川はいろんなひがいにあったりしていることがびっくりした。

H27-22-2 38 411 さいがいがとてもおそろしいと思いました。

H27-22-2 39 412 川は、いろんなひがいをされるものだとびっくりした。

H27-22-2 40 413 昭和のころ名張川でスケートをしていたことがびっくりしました。

H27-22-2 41 414 自然はいいけど、自然にはおそろしい事もある（地しん、津波）ことを知りました。

H27-22-2 42 415 私は、いろいろなことを学べてよかった。

H27-22-2 43 416 名張川が昔アユで有名だったことにびっくりした。

H27-22-2 44 417 川でスケートをしていたことがびっくりしました。

H27-22-2 45 418 川でスケートで、したことがびっくりした。

H27-22-2 46 419 昔にたくさん橋こわれたぐらいのひ害があってびっくりしました。

H27-22-2 47 420 今日、教えてもらったことでいせわん台風のお話を聞いて、死者が4697人もいたことがすごくびっくりしました。

H27-22-2 48 421 川には、どんなプランクトンがいるのか。

9



活動No 回答No 通し№ 河川レンジャーに期待すること

H27-1 1 1 もっと沢山イベントを開催して欲しい。

H27-1 4 4 今後もいろいろなイベントをおねがいします

H27-1 5 5 今後も忍者とも関連するレンジャーをお願いします

H27-1 6 6 東京方面でも同様の活動があれば・・・。

H27-1 7 7 次回の企画をよろしくお願い致します。

H27-1 10 10 河をきれいにする活動もお願いしたい。

H27-1 11 11 今日のような行事を続けてほしい

H27-1 15 15 河川の環境の整備

H27-1 16 16
イベントがたくさんあれば参加したいと思います。
アウトドアな事が好きなので、川でそうゆう体験ができればと思います。

H27-2 4 20 地道な活動に敬意を表したい

H27-2 12 28
今日ぐらいの河川レンジャーがあればぜひ参加したいです。
自然の美には感動！
本当にありがとうございました。

H27-3 3 31 これからもハイキングの計画をお願いします。

H27-3 6 34 青蓮寺川（ダム上流部）香落渓の上の「ソニ古道」も四季折々の花も訪ねてみては。

H27-3 13 41 感謝！感謝！！

H27-3 14 42 コースの説明もう少ししてほしいです。

H27-3 18 46 昔のようなきれいな水質等、景色等戻してほしい。

H27-3 20 48 参加人数が多すぎて各個所の説明が解りにくい場面が有ったのが残念。

H27-3 22 50 これからも知らないことばかり。青蓮寺ダム、比奈知ダムも知りたい。

H27-5 28 78 こんごもすごいものを見てみたいです。

H27-5 29 79 十分だと思います。

H27-5 31 81 ホタルがらいねんもいてほしいときたいしている。

H27-5 33 83 どせいが見れて楽しかったです。（ホタルも）

H27-5 35 85 これからもいろいろ教えてください！！

H27-5 37 87 参加したいのでどこで何を見たら今後参加できるのかもっと知りたいです。

H27-5 41 91 たくさんの蛍をみせていただいて感動しました。いつもきれいにしてくださってありがとうございます。

H27-5 45 95 次はなにをするのか？

H27-5 59 109 体験型の活動を増やしてほしい。

H27-5 60 110 もっと多くこの様な活動（イベント）があればよいと思った。名張でホタルが見れると思わなかった。

H27-5 65 115 いろいろな活動を元気にしてほしい。

H27-5 67 117 ホタルのかんしょう会は、どのくらいつづくのだろう。

H27-5 68 118 がんばってほしい！

H27-6 2 120 トレッキング、川下りのイベントに参加したい。

H27-6 3 121 百々川、非常に楽しかった。時々すべったりしたが勉強になった。

H27-6 4 122 次回参加したいです。

H27-6 6 124 きれいな川、しじみがとれる川にして欲しい。

H27-6 7 125 １０年前に知りたかった。すごく興味深いでした。

H27-4 3 130 化石体験

H27-4 6 133 地域の自然保護

H27-4 9 136 河の良さをみんなに広めてください。ショッピングセンターなど、一般の方が良く行くところで活動し、活動を広めてください。

H27-4 17 144 ホタルが住める環境を守ってほしい

H27-4 26 153 子供の興味を引きつけるような行事をもっとしてほしい

H27-8 2 167 また同じ機会がほしいです。

H27-8 4 169 ありがとうございます。

H27-8 6 171 頑張ってえ

H27-8 7 172 もう少し大きなこえで

H27-8 8 173 また蛍の会に参加したいです。

Ｈ27-11 2 177 大さかわんにつれていってほしい。

Ｈ27-11 4 179 また川下をしてほしい。

Ｈ27-11 5 180 たのしいこと。

Ｈ27-11 10 185 今回のように”川の楽しさ”を子どもたちに広める活動をもっとしてほしいと思いました。

Ｈ27-11 12 187 川の楽しさ大切さを子どもたちに伝えて行ってほしい。

Ｈ27-11 13 188 川でのアクティビティや生態なども体験させて欲しい。

Ｈ27-11 14 189 おおさかわんにつれて行ってほしい。

Ｈ27-11 17 192 キャンプ

Ｈ27-11 21 196 ほかのスポーツをしてみたい。

Ｈ27-11 22 197 川遊びは大人も子どもも楽しいものなので色々な場所で色々な体験をしたい。川漁師の話（魚との係わりと生活と魚料理について）

Ｈ27-11 29 204 カヌー体験をしてみたい。

Ｈ27-11 32 207 がんばってください

Ｈ27-11 33 208 一人でも多くの方に川歩きして経験してほしい。

Ｈ27-11 34 209 魚を素手で取ってほしい。

Ｈ27-11 35 210 たのしくしてほしい。

Ｈ27-11 38 213 シャワークライミング
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活動No 回答No 通し№ 河川レンジャーに期待すること

Ｈ27-11 39 214 川の水しつけんさをしてみてほしい。下流と比べる。

Ｈ27-11 43 218 今のままで十分すぎるほど感謝しています。

Ｈ27-11 45 220 ありませんかんぺきです。

Ｈ27-11 46 221 かわでおにごっこしてほしい。

Ｈ27-11 49 224 川でもっといっぱいあそんでほしい。

Ｈ27-11 50 225 もっと多くの人ができるようにひろめてほしい。

Ｈ27-11 53 228 川のそうじ

Ｈ27-11 54 229 来年はぜひシャワークライミングをしたいです。川下りも。源流にも行きたいです。

Ｈ27-11 59 234
「川は危険だから近寄らない」と言う風潮がありますが、色んな面があって、「どう対応すればよいか」と言うことを教えて貰って遊
んだり観察などにも行けるように導いてもらえたらと思います。

Ｈ27-11 62 237 川の生物をもっと知りたいと思った。もっと下流を行きたいと思った。

Ｈ27-11 63 238 川でおよぎたい。

Ｈ27-11 64 239 子どもたちに思いっきり川体験させてほしい。

Ｈ27-11 69 244 川の中でお魚をみつけたい。川の中でさかなをみられなくてかなしかったです。

Ｈ27-11 70 245 さかなをみつけたい。ともだちをあそぶこと

Ｈ27-11 71 246 地域の人々と川とをつなげる活動

Ｈ27-22-1 1 247 もっと川をきれいにしアユをいっぱいすませてほしい。

Ｈ27-22-1 2 248 あゆをそだててほしい。

Ｈ27-22-1 3 249 かわをきれいにしてほしい

Ｈ27-22-1 4 250 水はいつしぬのですか

Ｈ27-22-1 5 251 しんせいぶつをさがしてほしい

Ｈ27-22-1 6 252 みずをきれいにしてほしい

Ｈ27-22-1 7 253 ホタルのしゅるいがもうすこし言ってほしい。

Ｈ27-22-1 8 254 川きれいにして

Ｈ27-22-1 9 255 これからも川を守ってください

Ｈ27-22-1 13 259 川にすんでいる魚を

Ｈ27-22-1 21 267 きたないだむはどこですか。

Ｈ27-22-1 22 268 川の魚を育てて、成長した魚を川で見られるようにしてほしい。

Ｈ27-22-1 23 269 名張川をもっときれいにしてほしい

Ｈ27-22-1 24 270 川や自然を守ってほしい。

Ｈ27-22-1 25 271 河川レンジャーに川のことを期待しています。

Ｈ27-22-1 30 276 川をきれいにしてほしい

Ｈ27-22-1 31 277 こんどあったときもべんきょうになることを聞きたいです。

Ｈ27-22-1 32 278
私は、川をきれいにするかんきょうをしたいので、かわのことならきょうりょくします。川をきれいにしたら、魚もすみやすいと思いま
す。

Ｈ27-22-1 41 287 川を守ったり、いろいろなこと調べたりしてほしいです。

Ｈ27-22-1 43 289 川を大切にしてほしい。

Ｈ27-22-1 44 290 川を大切にしてほしい。

Ｈ27-22-1 45 291 川をいつもきれいにしているのでもっときれいにしてくれると期待している。

H27-10 5 298 今後ともお願いします。

H27-10 6 299 今回のような体験会をたくさん企画して欲しい。

H27-10 11 304 水量の多い川の流れの中を歩きたいです。

H27-10 15 308 １人では来れないのでまた企画して欲しいです。ありがとうございました。

H27-10 17 310 小三の息子も参加させたかったです。

H27-12 2 312 ありがとう

H27-12 5 315 今後もよろしくお願いします。

H27-12 14 324 カヌーをもっとしたい。

H27-12 16 326 暑い中ありがとうございました。はじめは帰りたい！と言っていた息子も最後には「もっと！！」と言うほど楽しみました。

H27-14 1 333 また活動をしてほしい。

H27-14 3 335 参加しやすい活動をお願いします。

H27-14 4 336 カヌー体験

H27-14 6 338 河に関する親子活動にまた参加したいのでよろしくお願い致します。

H27-14 8 340 忍者修行沢のぼり

H27-14 9 341 自然に加え文化的観点からもテーマを追求できると面白そうです。

H27-14 11 343 川を守る。これからもよろしくお願いします。

H27-14 13 345 長く続けてほしいです。

H27-17 2 353 道なき道のコースも楽しいですね。

H27-17 3 354 継続は力なり

H27-17 5 356 河川レンジャー通じた企画を続けて下さい。

H27-17 7 358 河川に親しむイベントの開催。一方で河川の危険なところを。

H27-17 10 361 また参加したいです。

H27-19 10 372 色々。機会があれば参加したいです。

H27-22-2 3 376 名張のことをもっとおしえてほしい。

H27-22-2 4 377 いろいろな人に川のことなどを教えてあげてほしい。
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活動No 回答No 通し№ 河川レンジャーに期待すること

H27-22-2 6 379 なにか虫や魚をもってきてほしい。

H27-22-2 7 380 ダムのことおしえてほしい。

H27-22-2 12 385 川のことをいろいろしらべてほしい。

H27-22-2 14 387 三重県の昔がしりたいです。

H27-22-2 15 388 歴史などもできればおしえてください。期待しています。

H27-22-2 17 390 カヌーを河川レンジャーさんにしてほしいです。

H27-22-2 19 392 川のことをもっとしてほしい。

H27-22-2 22 395 名張の昔などいろいろ教えてほしい。

H27-22-2 25 398 しぜんをきれいにしてほしい。

H27-22-2 30 403 チョウチョウのかんさつをしてどんなふうに育っていくかしてほしいです。

H27-22-2 32 405 もっといろいろなことをおしえてほしいです。

H27-22-2 33 406 名張市の歴史や文化学習の名張市はどうやってできたか？

H27-22-2 37 410 またお話をききたいです。

H27-22-2 38 411 河川レンジャー西さんに２時間ほど社会の勉強をしてほしいです。

H27-22-2 39 412 また川にかんするいろいろなことをおしえてほしいです。

H27-22-2 40 413 川の調査など

H27-22-2 41 414 これからも活動を続けてほしいです。

H27-22-2 42 415 これからも河川レンジャーをやっていてほしい。
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活動No 回答No 通し№ 感想・意見

H27-1 3 3 どうもありがとうございます

H27-1 15 15
今日は本当にいい勉強になりました。
どうもありがとうございました。

H27-5 30 80

●「懐中電灯を消す」をもっと徹底してほしいです。
●事前レクチャー、一部の子どもがうるさすぎなので、子どもに注意する。/保護者に注意する。/子ども向けに話をする。/大人
向けの話にするなら、子どもは集合時間や場所を変える。など工夫をしてほしいです。
　レンジャーさんの話をききたい人たちも、話をきかずに見れさえすればいい人たち（子ども）も、どちらも不満な時間になるのは
もったいないです。
●今日のホタルのいた川を守るためにできることを提示してほしいです。

H27-5 65 115 たのしかった。友だちといったからたのしかった！

H27-5 67 117 とても勉強になりました。

Ｈ27-11 3 178 将来子どもと接することの多い教師という職を目指す上で、とても有意義な時間となった。

Ｈ27-11 11 186
川の中で遊ぶことの楽しさを子どもたちに伝えることができてうれしかった。自分の子どもたちも友達たちもいきいきしていまし
た。

Ｈ27-11 12 187
少しでも人が入ると川がにごった。
自然に人が手を加えるという事はむずかしい事だと思った。

Ｈ27-11 13 188
流れの変化や深さの変化、石や岩の形状など、自然の不均一さを体験できた。
いい天気のなか、水着で少し泳ぐことが出来れば更に楽しめたのかもしれません。

Ｈ27-11 15 190 少しつかれました。でも楽しかったです。また参加したいです。

Ｈ27-11 16 191 つかれたけれど楽しかったです。

Ｈ27-11 18 193 一つの川でもいろいろなことができるのがすごいと思った。

Ｈ27-11 19 194
飛び込みをやったことがなく不安だったが、やってみると楽しかった。
川遊びの時間はそのままでいいが、そのほかの時間短くしてほしい。上流での魚とりをしたい。

Ｈ27-11 21 196 シャワークライミングが出来なかったことは残念だけど川歩きでもいろんなことを出来て楽しかったです。

Ｈ27-11 25 200 勉強になった！！楽しかったし、また行きたい。

Ｈ27-11 32 207 こんども川にいって、さかなをとりたい。

Ｈ27-11 34 209 次は川の流れにそって進みたい。

Ｈ27-11 35 210 とびこむのがおもしろかった。流れが速くて流されそうになった。

Ｈ27-11 36 211 用水路が楽しかった。

Ｈ27-11 37 212 かわをおよいでたのしかったです。かわでおよいでいるさかなをもっとみてみたい。

Ｈ27-11 40 215 （上手なイラストあり）

Ｈ27-11 42 217 子どもにいい体験をさせてあげることが出来ました。ありがとうございます。

Ｈ27-11 43 218
いつもお世話頂きありがとうございます。今日も安全に楽しく川や人と交流ができました。
子ども達が楽しく川を学んでくれてうれしかったです。

Ｈ27-11 49 224 みんなと川といっしょにあそべてよかった。

Ｈ27-11 51 226 ながれがゆるいところはながされていたのと、はやいところは、ながされて、とおくにいきかけたところ楽しかった！

Ｈ27-11 52 227 少しさむくて、つかれたけれど、楽しかったのでよかったです。

Ｈ27-11 53 228

・新しい友だちもできて、うれしかった。
・とっても水がつめたかった。
・とってもじかんがみじかくて、もっとのぼりたいと思った。
・とてもたのしかったのでまたさんかしたいと思った。

Ｈ27-11 59 234 川歩き楽しかったです。是非滝登りもしてみたいと思いました。子どもさん達の生き生きした姿が嬉しく感じられました。

Ｈ27-22-1 1 247
川やダムのことをきけてよかったです。これからもこういうきかいがいっぱいあったらとりくんでいきたいです。ありがとうございま
した。

Ｈ27-22-1 2 248 ホタルのことがしれてうれしかったです。

Ｈ27-22-1 3 249 おもしろかった。あゆつりをしたい。ホタルの種類がわかりました。ありがとうございました！！

Ｈ27-22-1 5 251 ダムのことやホタルのことをおしえてくれてありがとうございました。

Ｈ27-22-1 6 252 ほたるのべんきょうをしてくれてありがとうございました。

Ｈ27-22-1 7 253 ホタルやダムについておしえてくれてよかった。

Ｈ27-22-1 8 254
もーーーーーとダムのことがしりたかーーーーたかったでーーーーーす。ダムとホタルのことがしれてとてもうれしかったです。あ
りがとうございました。

Ｈ27-22-1 9 255 川のことや虫やダムいっぱい教えてくれました。これからも川やダムを守ってください　　（イラストあり）

Ｈ27-22-1 10 256 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 11 257 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 12 258 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 13 259 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 14 260 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 15 261 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 17 263 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 18 264 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 19 265 オストメスハオオキサガチガウコトガワカ〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 21 267 ほたるのことがわかってうれしかったです。ありがとうございました。

Ｈ27-22-1 22 268
いっぱい、川やダムや、ホタルのことを知れてよかったです。とくに、びっくりしたことは、三重県がダムの数で10位だったというこ
とです。川にきょうみをもてたので、よかったです。ありがとうございました。

Ｈ27-22-1 23 269
お話をきいてホタルのことや、水のことをしりたいと思いました。うれしかったです。ありがとうございました。またこんどもきてくださ
い。
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活動No 回答No 通し№ 感想・意見

Ｈ27-22-1 24 270
川にはいろいろな生物がいることはしりませんでした。たくさんの生物を守っている川をもっと大切にしないといけないと思いまし
た。いろんなことを教えてくれてありがとうございました。

Ｈ27-22-1 25 271

・川やホタルを教えてくれてありがとうございます。
・私は始め虫や魚がいっぱいいっぱいいるのはしりませんでしたけど今日おそわってよかったです。
・台風の危険をおしえてくれてありがとうございます。
これからもがんばってください。ありがとうございます。

Ｈ27-22-1 26 272 カセンレンジャーさんにホタルのことやダムのはなしをきいて、いろいろなことがわかりました。ありがとうございました。

Ｈ27-22-1 27 273 水をもっと大切にしないといけないと思った

Ｈ27-22-1 28 274
私はホタルを見たことがなかったので、見せてもらえてうれしかったです。ありがとうございました。
「ホタルのメスは大きくてオスは小さいんだよ」と言ってもらって、私はびっくりしました。なぜなら、それは反対だと思っていたから
です。でもおしえてもらってすごくホタルがすきになりました。今日はありがとうございました。

Ｈ27-22-1 29 275 ホタルのことやダムのことを話してくれてとても勉強になりました。ありがとうございました。

Ｈ27-22-1 30 276
ホタルのことやダムが何こあるかとかしれてとてもすごくうれしかったです。また、いろいろなことをおしえてください。ありがとうご
ざいました！！

Ｈ27-22-1 31 277
お話をきけて、ホタルのことやダムの話をきかせてくれてありがとうございました。これからも、水を考えて、作っていきたいと思い
ます。今日はありがとうございました。

Ｈ27-22-1 32 278 川について教えてもらったことを注意して川をきれいにしたいです。ありがとうございました！

Ｈ27-22-1 33 279
感想・河川レンジャーみなさん今日すごく勉強になりました。ホタルを見せてくれてありがとうございました。ダムや川の話、水の
大切さがわかりました。

Ｈ27-22-1 34 280 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 35 281 活動に参加して川のことやホタルのことやさかなのことがわかりました。（ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 36 282 活動に参加して川のことやホタルのことやさかなのことがよくわかりました。（ホタルと川の絵あり）

Ｈ27-22-1 37 283 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 38 284 〈ホタルと川の絵あり）

Ｈ27-22-1 39 285 〈ホタルと川の絵あり）

Ｈ27-22-1 40 286 〈ホタルと川の絵あり）

Ｈ27-22-1 41 287 〈ホタルと川の絵あり）

Ｈ27-22-1 42 288 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 43 289 〈川と橋の絵あり）

Ｈ27-22-1 44 290 〈ホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 45 291
ホタルがきれいな水の所にしかいないということは知っていたけど、メスのほうが大きいということは知りませんでした。（ホタルと
川の絵あり）

Ｈ27-22-1 46 292 川やホタルのことを知れてよかったです。また参加したいです。（川とホタルの絵あり）

Ｈ27-22-1 47 293 〈ホタルと川の絵あり）

H27-10 1 294 たのしかった。

H27-10 2 295 たのしかった。

H27-10 6 299 ちょっと疲れましたがマイナスイオンいっぱいの環境で楽しめました！ありがとうございました。

H27-10 17 310 いい運動になってよかったです。

H27-12 13 323 とても楽しくてまたやりたかった。☆☆

H27-12 14 324 おもしろかったです！！

H27-12 19 329 楽しかったです*^o^*

H27-12 20 330 流れる水のこわさをあらためて知ることができたし、子供にも知ってもらうきかいができた。

H27-14 1 333 たのしかったです。

H27-14 2 334 案内人の方々の説明が興味深く楽しかったため、とても為になって魅力的でした。

H27-14 3 335 初めてのことが多くて感激した。

H27-14 4 336 今日はありがとうございました。勉強になりました。

H27-14 6 338 楽しかったです！

H27-14 7 339
初めての山登りでした。きつかったですが、普段目にする事のない木や花を見る事ができて勉強になりました。次回は家族もいっ
しょに参加できればと思います。

H27-14 14 346 薬草の説明ありがとう。

H27-14 15 347 ホソバノヤマハハコもトリカブトもとても良かったです。天候も最高で快適でした。ありがとうございました。

H27-14 19 351 薬草についていろいろ勉強になり新たな発見があり、いろいろ勉強になりました。ありがとう御座いました。

H27-17 1 352 修行コースがとても楽しかったです。ありがとうございました。

H27-22-2 2 375 たのしかったです。ありがとうございました。

H27-22-2 3 376 いろいろなことをおしえてくれてありがとうございます。

H27-22-2 4 377
いろいろな川のことや風速のことがしりました。もうちょっとおしえてほしかったです。こんごもいろいろなことを教えてください。今
日は川のことなどを教えてくれてありがとうございました。

H27-22-2 6 379 いろいろなことがしれた。ありがとうございました。（川で魚釣りする絵）

H27-22-2 7 380
名張川は昔どんなんだったのかがわかったし、はしがこわれたりいろいろな昔作りだったということがわかった。すごく勉強になり
ました。ありがとうございました。

H27-22-2 8 381 めちゃくちゃはしがたおれていたことにおどろきました。（竜巻の絵）

H27-22-2 9 382
・もっとぼうさいのことをしりたくなりました。・たのしかったしべんきょうになったのでまたやりたいので、ぼくもしらべたくなりまし
た。

H27-22-2 11 384 （川に家などが流されてる様子と橋が壊れている絵）

H27-22-2 12 385 （大雨で家が流されている絵）

H27-22-2 13 386 （大雨が降っている絵）

H27-22-2 14 387 （大雨で流木が橋を壊し、家の屋根が流されている絵）
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活動No 回答No 通し№ 感想・意見

H27-22-2 15 388 （浸水してきて家の２階に避難している絵）

H27-22-2 16 389

名張川には、昔アユがたくさんいたことをしったときには、とてもびっくりしました。河川レンジャー西さんの話を聞いて、台風は、と
てもこわくて、おそろしい物なんだなと思いました。雨は１時間で100ｍｍもたまるなんてはじめてしりました。すごいなと思いまし
た。
昭和３４年に伊せわん台風があって、伊せわん台風は、記録が残っている中でもっともひがいが大きかったなんて、はじめて知り
ました。
河川レンジャー西さんの話を聞いて、とても勉強になったし、とても楽しかったし、とてもおもしろかったです。

H27-22-2 17 390 西さんの話はとてもわかりやすく、はじめて聞く話もありました。（橋が壊れている絵）

H27-22-2 18 391 （川に家の屋根や木が流れている絵）

H27-22-2 19 392 しつもん、なぜ名張川にあゆがきたのか？（西さんの顔の絵）

H27-22-2 20 393 （大雨が降って２階に避難している絵）

H27-22-2 22 395 昔の話や、川やいろいろおしえてくれてありがとうございました。またきてください。勉強になりました。

H27-22-2 23 396
いろいろなことを知れてよかったです。自分でも川のことを知ってみようと思います。ありがとうございました。昔のこともしれてよ
かったと思います。

H27-22-2 24 397
西さんのお話は聞きやすかったし勉強になりました。これからも川のことをおしえてほしいと思いました。今日はありがとうござい
ました。

H27-22-2 25 398 たいへん勉強になって川や風をわかりました。ありがとうございました。またきてください。

H27-22-2 26 399
（感想）私は川のことについてたくさん聞きました。台風のことやダムのことなど、とても勉強になりました。災害のときなどのやく
そくなどもはなしてもらって、今日は1げんいろいろなことをおしえてもらってありがとうございました。

H27-22-2 27 400
（感想）きちょうな話を聞かせてもらえて、とてもうれしかったです。
また、家族にも教えてあげようと思いました。川のことをもっと知りたくなりました。ありがとうございました。

H27-22-2 28 401
私がしらなかったことや、昔の話をきかせてくれたのでとても勉強になりました。私は、とても、西さんの話を聞いてからいろいろな
ことをすきになったし、きょうみをもてました。いろいろなことをおしえてくれてありがとうございました。
また、いろいろな昔のこと、今のことを教えてください。お願いします。

H27-22-2 29 402
はしはコンクリートで作っても真ん中がこわれてしまったなど、いろいろなことがわかりました。
いろいろなことをおしえてくれてありがとうございました。

H27-22-2 30 403
とても地しんさい害のこわさがわかりました。今日はとてもおせわになりました。これをこんどいかしていきます。ありがとうござい
ます。

H27-22-2 31 404 たくさん川のことを教えてくれてありがとうございました。勉強になりました。もっと川のこと自然のこと教えて下さい。

H27-22-2 32 405
いろいろなことをしれたし、もっと学習したいとおもいました。西さんのおはなしはべんきょうになったしこれからもべんきょうをがん
ばっていきたいと思います。いろいろなことをおしえてくれてありがとうございます。たいへんべんきょうになりました。これからもが
んばっていきます。（川の中に魚の絵）

H27-22-2 33 406
私は次河川レンジャーさんがきた時は歴史の勉強がしたいです。川の勉強の時はダムのことや橋のことが楽しかったです。あり
がとうございました。

H27-22-2 34 407 （橋と、魚釣りをしている絵）

H27-22-2 35 408 （授業を受けている絵）

H27-22-2 36 409 （橋と魚釣りの絵）

H27-22-2 37 410 （橋の絵）

H27-22-2 38 411 西さんの話を聞いて、かさいのこと台風のことをよく調ったかたと思いました！（壊れている橋、コンクリートの橋の絵）

H27-22-2 39 412 （橋について授業を聞いている絵）

H27-22-2 40 413
昔名張川にはアユがいたり、昭和のころの名張川でスケートをしていたことや、風の強さのことなどいろいろなことをたくさん知り
ました。次の勉強が楽しみです。（川の絵）

H27-22-2 41 414
いつもの橋がこわれたというのはとても考えられません。「この橋はくずれてもこう水に負けなかったんだなぁ」と思いました。（普
段橋を渡っている絵）

H27-22-2 42 415 西さん、ありがとうございました。またいろんなことをおしえてください。（洪水のときの様子を聞く絵）

H27-22-2 43 416 （家が川を流されていく絵）

H27-22-2 44 417 （家が川を流されていく絵）

H27-22-2 45 418 （家が川を流されていく絵）

H27-22-2 46 419 （家が川を流されていく絵）

H27-22-2 47 420 （家の横を川が流れている絵）
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平成28年度河川レンジャー年間活動計画(案)

活動
No

担当
レンジャー

活動名(仮称) 実施予定日時 開催予定場所
活動目的
活動内容

参加予定人数
募集方法

必要な支援 概算費用 備考

H28-1 池田

三峰山登山（名張川源流探
検）
～忍者も使った薬草の宝庫
の山を登る～

平成28年5月22日(日)
8:00～15:30
（7.5時間）

三峰山
(奈良県御杖村三峰山)

【活動目的】
「薬草植物」「中央構造線」をキーワードにした木津川上流の源流に興味を持つ源流探
検登山。

【活動内容】
初心者にも登りやすい。春は最高に美しい時期である。三峰山は名張川源流になる。源
流の意味を考える。古来より人は薬草植物をどのように活用してきたのかを、薬剤師と
忍者研究家、河川レンジャーという立場から説明する。植物を学ぶ。身体を鍛える。三
峰山を地理的に観察する。忍者修行体験登山です。

【参加予定人数】
20名程度(小学校高学年以
上)
但し小学生は保護者同伴
５時間程度の登山に耐え
られる事

【募集方法】
FACEBOOK
チラシ

・スタッフ及び講師3名
・事務局2名

2万円

H28-2 田中
千方窟、床並川リバート
レッキング

平成28年5月22日(日)
9:00〜15:00
（6時間）

伊賀市青山町高尾地内
（前深瀬川流域）

【活動目的】
前深瀬川源流に残る古代、藤原千方伝説の史跡めぐりと、床並川上流の水蝕地形を見学
する。

【活動内容】
藤原千方史跡（千方窟、千方明神、血首ヶ井戸等）、リバートレッキング初歩（川床の
安全な歩き方）、河川の水蝕地形（ナメ、甌穴等）、床並川源流探検

【参加予定人数】
20名程度（小学生以上）
但し小学生は保護者同伴

【募集方法】
地域ミニコミ紙等に掲載

・講師（高尾千方会会
員）
・協力スタッフ2名

3万円
雨天中止の場合は、翌週の
土曜日に実施

H28-3 田中 羅漢谷リバートレッキング
平成28年6月4日(土)

9:00〜15:00
（6時間）

名張市神屋百々地内
（青蓮寺川左岸支流）

【活動目的】
青蓮寺川の形成した水蝕地形を見学し、また河川の初歩的な歩行技術を習得する。

【活動内容】
河川の水蝕地形（懸垂谷、河川争奪地形、ナメ地形等）、リバートレッキング初歩（川
床の安全な歩き方）、羅漢谷（仮称）源流探検

【参加予定人数】
20名程度（小学生以上）
但し小学生は保護者同伴

【募集方法】
地域ミニコミ紙等に掲載

・協力スタッフ2名 2万円
雨天中止の場合は、翌週の
土曜日に実施

H28-4 西 小学校着衣水泳体験学習
平成28年7月中旬
10:00～12：30
（2.5時間）

伊賀市立
依那古小学校

（予定）

【活動目的】
小学校での水泳の授業の中で着衣水泳の体験学習を提案し、着衣で泳ぐことの難しさを
知ってもらい、子どもの水難事故防止の一環として、学校教育に参画する。

【活動内容】
・着衣水泳体験
・ライフジャケット着用での安全教育

※小学校に一任
（3～6年生の見込み）

・小学校との個別調整
・指導者別途調整

3万円
保護者にも呼びかけ希望者
の見学も調整する。

H28-5 西
木津川源流体験
※下流レンジャーとの交流
の一環で実施する

平成28年7月24日(日)
9：00～16：00

（7時間）

伊賀市奥馬野
ライトピア大山田周辺

【活動目的】
源流の上流域でのシャワークライミング体験を行い、渓流での水の流れや滝登りの体験
の中で、川の恐さと楽しさを体験すると共に、渓流の自然に触れ、自然の素晴らしさを
体験する。
下流の木津川レンジャー他との交流事業として計画し、上流の自然を体感してもらいな
がら子ども達の交流も図っていく。

【活動内容】
・源流シャワークライミング体験
（水量他の状況を見て、源流トレッキング体験に変更）

【参加予定人数】
70名程度
(児童と保護者合わせて)

【募集方法】
・一般募集
・過年度参加団体
・下流の団体他

・ライフジャケット借
用
・ヘルメット借用
・バス・トラック手配
・奥馬野地区調整
・交流会場所調整
・協力スタッフ要請

30万円
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平成28年度河川レンジャー年間活動計画(案)

活動
No

担当
レンジャー

活動名(仮称) 実施予定日時 開催予定場所
活動目的
活動内容

参加予定人数
募集方法

必要な支援 概算費用 備考

H28-6 田中
曽爾
横輪川リバートレッキング

平成28年7月31日(日)
9:00〜16:00
（7時間）

奈良県曽爾村地内
（青蓮寺川支流）

【活動目的】
青蓮寺川支流の河川地形を観察し、河川の歩行技術を習得する。

【活動内容】
河川の水蝕地形（ナメ、滝）、リバートレッキング初歩（川床の安全な歩き方、滝越
え）、済浄坊渓谷探検

【参加予定人数】
20名程度（小学生以上）
但し小学生は保護者同伴

【募集方法】
地域ミニコミ紙等に掲載
木津川上流河川事務所HP
チラシ

・協力スタッフ2名 3万円
雨天中止の場合は、翌週の
土曜日に実施

H28-7 西 川下り、カヌー体験
平成28年8月13日(土)

9:00～17：00
(8時間)

伊賀市依那古沖～
市部地区

木津川河川敷

【活動目的】
参加者に川の中を歩いてもらい、川底が滑る事や急に深さが変わる事、流れの強さを体
験してもらう。その体験の中からどうすれば安全に川と付き合えるのか、川を楽しむこ
とが出来るかを体験してもらう。また川遊びとしてカヌー体験・水生生物調査も行い、
川と触れ合い、川の事・環境の事を考えるきっかけ作りを行う。

【活動内容】
・河川の川歩き体験
・カヌー他の川遊び体験
・水生生物調査

【参加予定人数】
80名程度
(児童と保護者合わせて)

【募集方法】
・一般募集
・過年度参加団体
（下流の団体他含む）

・ライフジャケット借
用
・カヌー借用
・バス・トラック手配
・協力スタッフ要請

25万円

H28-8 池田

忍者岳登山（木津川源流探
検）
～伊賀・甲賀忍者修行の山
を登る～

平成28年9月11日(日)
8:30～15:30
（7時間）

忍者山
(奥余野登山口より倉部
山、三国山、忍者岳、
加茂岳、油日岳を経て
戻ってくるコース)

【活動目的】
"木津川上流の源流"に興味を持つ源流探検登山。

【活動内容】
中級者向け。柘植川の源流を考える。滝を見る。戦国時代、伊賀忍者と甲賀忍者が修行
した山です。河川レンジャーが案内します。倉部山、三国岳、忍者岳、加茂岳、油日岳
を縦走します。険しい場所もありますが三国岳よりの眺望は最高です。源流を確認し、
滝を見て木津川上流を学びます。植物と忍者についても学びます。忍者修行体験登山。

【参加予定人数】
20名程度(小学校高学年以
上)
但し小学生は保護者同伴
５時間程度の登山に耐え
られる事

【募集方法】
FACEBOOK
チラシ

・スタッフ及び講師3名
・事務局2名

2万円

H28-9 田中
青蓮寺川左岸尾根
清水山～鎧岳兜岳縦走

平成28年10月2日(日)
9:00〜16:00
（7時間）

奈良県曽爾村地内
（青蓮寺川支流）

【活動目的】
曽爾の谷を展望する尾根を歩き、青蓮寺川が形作った地形を観察することにより、河川
の浸食作用への理解を深める。

【活動内容】
河川の水蝕地形、安全登山技術の基本（地図読み、コンパスの使い方）、布引川源流探
検

【参加予定人数】
20名程度（小学生以上）
但し小学生は保護者同伴

【募集方法】
地域ミニコミ紙等に掲載
木津川上流河川事務所HP
チラシ

・協力スタッフ2名 2万円
雨天中止の場合は、翌週の
土曜日に実施

H28-10 池田

赤目滝縦走忍者修行（名張
川源流探検）
～忍者の修行地赤目四十八
滝渓谷での修行～

平成28年10月30日(日)
8:30～15:30
（7時間）

赤目四十八滝
(三重県名張市赤目四十
八滝渓谷地と長坂山)

【活動目的】
"木津川上流の源流"に興味を持つ源流探検登山。
　
【活動内容】
赤目四十八滝は、今でこそ観光地になっていますが、鎌倉時代より、修験者のみが許さ
れる聖地でした。その後、忍者もここで修行を行いました。また、古来より薬用植物の
宝庫とも言われました。赤目渓谷を縦走し復路は長坂山山上に登ります。赤目四十八
滝、薬用植物、オオサンショウウオを学ぶ。そして、赤目には百地三太夫屋敷跡があ
り、忍者を学ぶ忍者修行体験登山でもあります。

【参加予定人数】
20名程度(小学校高学年以
上)
但し小学生は保護者同伴
５時間程度の登山に耐え
られる事

【募集方法】
FACEBOOK
チラシ

・スタッフ及び講師3名
・事務局2名

2万円
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平成28年度河川レンジャー年間活動計画(案)

活動
No

担当
レンジャー

活動名(仮称) 実施予定日時 開催予定場所
活動目的
活動内容

参加予定人数
募集方法

必要な支援 概算費用 備考

H28-11 田中
曽爾古道　布生から中山峠
へ

平成28年11月6日(日)
9:00〜15:00
（6時間）

名張市神屋布生地内
（折戸川流域）

【活動目的】
青蓮寺川が交通の障害であった時代の名張と曽爾村との交流を考え、また源流にある水
利遺産を見学する。

【活動内容】
曽爾街道（別名伊見街道：廃道）を歩く、安全登山技術の基本（地図読み、コンパスの
使い方）、過去の水利遺産（からほこ池）見学、中山登頂、折戸川源流探検

【参加予定人数】
20名程度（小学生以上）
但し小学生は保護者同伴

【募集方法】
地域ミニコミ紙等に掲載
木津川上流河川事務所HP
チラシ

・協力スタッフ2名 2万円
雨天中止の場合は、翌週の
土曜日に実施

-
西

池田
田中

学校教育プログラムへの組
み込み

未定 名張市・伊賀市内

※伊賀市・名張市小学校へ
教育プログラムへの組み込
みPRを継続
学校より依頼があれば、要
望に応じた内容で学習会を
実施

-
西

池田
田中

自治体等が開催する行事と
の連携

未定 名張市・伊賀市内
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資料-4

平成28年度 実施スケジュール(案)

tamazaki-chiaki
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H28.3.7(月)

H28.5上旬

H28.9下旬

H28.11中旬

H28.12中旬

H29.1中旬

H29.2下旬

 新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰの募集開始(～H28.9下旬まで)

活動実施
(H29.3まで)

 平成28年度　ﾚﾝｼﾞｬｰ会議
　●河川ﾚﾝｼﾞｬｰ年間活動計画(H29年度)の決定

平成28年度
年間活動計画(案)

作成

4月

 平成27年度　ﾚﾝｼﾞｬｰ会議
　●河川ﾚﾝｼﾞｬｰ年間活動計画(H28年度)の決定

7月

9月

平成29年度
年間活動計画(案)

作成

H28年度新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰ

平成28年度　木津川上流管内河川レンジャー　実施スケジュール(案)

運営内容 現河川ﾚﾝｼﾞｬｰ(3名)年月

平
成
2
9
年

12月

1月

8月

2月

平
成
2
8
年

3月

5月

6月

 活動実施(H29.4～H30.3まで)

活動報告

平成29年度
年間活動計画(案)

作成

講座受講 講座受講

活動報告 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

任命(再任) 任命

 新規河川ﾚﾝｼﾞｬｰの募集締切

 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

 河川ﾚﾝｼﾞｬｰ養成講座

3月

10月

 河川ﾚﾝｼﾞｬｰの任命(事務所長)

11月

平成28年度　推薦委員会
　●河川ﾚﾝｼﾞｬｰ予定者の決定(新規・再任)

tamazaki-chiaki
テキストボックス
次第に戻る



参考資料

運営要領(案)及び同細則(案)

tamazaki-chiaki
テキストボックス
次第に戻る



 

 

木津川上流管内河川レンジャー 

 

運営要領(案)及び同細則(案) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木津川上流管内河川レンジャー会議 
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運営要領(案) 細則(案) 

木津川上流管内河川レンジャー運営要領(案) 

目次 

第 1 章 総則(第 1 条-第 4 条) 

第 2 章 木津川上流管内河川レンジャー(第 5条-第 21 条) 

第 3 章 木津川上流管内河川レンジャー懇談会(第 22 条-第 27 条) 

第 4 章 木津川上流管内河川レンジャー会議(第 28 条-第 33 条) 

第 5 章 木津川上流管内河川レンジャー推薦委員会(第 34 条-第 40 条) 

第 6 章 雑則(第 41 条・第 42 条) 

附則 

 

第 1 章  総則 

(趣旨) 

第 1 条 本運営要領(案)は、木津川上流管内河川レンジャー(以下「河川レン

ジャー」という。)活動の運営について定めるものである。 

 

(河川レンジャー活動を運営する組織) 

第 2 条 河川レンジャー活動を運営する組織は、次の各号に掲げる組織をも

って構成する。 

(1) 木津川上流管内河川レンジャー懇談会(以下「懇談会」という。)

(2) 木津川上流管内河川レンジャー会議(以下「レンジャー会議」とい

う。) 

(3) 木津川上流管内河川レンジャー推薦委員会(以下「推薦委員会」と

いう。) 

2 前項各号の組織は、木津川上流河川事務所長(以下「事務所長」という。)

が設置する。 

 

(事務局) 

第 3 条 事務所長は、河川レンジャー活動及び前条第 1 項各号の組織を運営

するために、木津川上流管内河川レンジャー事務局(以下「事務局」と

いう。)を設置する。 

2 事務局は、木津川上流河川事務所管理課並びに事務所長が指定した者

とする。 

 

(経費の負担) 

第 4 条 事務所長は、次の各号に掲げる経費等を実費負担する。 

(1) 河川レンジャーの活動に必要な経費及び備品の購入等費用 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 条 「河川レンジャーの活動に必要な経費及

び備品等の購入等費用」とは、次の各号に

掲げる費用とする。 

  (1)河川レンジャーの報酬(交通費含む) 

  (2)傷害保険等の加入費 

  (3)備品購入費 

  (4)その他事務所長が必要と認めた経費 
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運営要領(案) 細則(案) 

 

(2) 懇談会、レンジャー会議、推薦委員会及び講座の開催運営費用 

 

第 2 条 「懇談会、レンジャー会議、推薦委員会

及び講座の開催運営費用」とは、次の各号

に掲げる費用とする。 

  (1)資料作成費 

  (2)会議運営費 

  (3)その他事務所長が必要と認めた経費 

第 2 章 木津川上流管内河川レンジャー 

(河川レンジャーの構成) 

第 5 条 河川レンジャーは、個人をもって構成する。 

 

(河川レンジャーの役割) 

第 6 条 河川レンジャーは、淀川水系河川整備計画で示している行政と住民

等との連携や協働を必要とする事項を推進するため、行政と住民との

間に立って、防災学習や水防活動等の防災・減災を推進する活動、河

川にかかわる環境学習等の文化活動や動植物の保全等の活動を実施す

るとともに、比較的穏便で危険を伴わない範囲における河川管理上の

役割を担い、河川と地域との良好な関係を構築することを役割とする。

 

(河川レンジャーの活動内容) 

第 7 条 河川レンジャーは、次の各号に掲げる活動を行うものとする。 

(1) 防災・減災、救援・救難の推進を図る活動 自分で守る・皆で守

る・地域で守る取り組みの促進 

(2) 河川の環境保全を図る活動 

イ 河川環境保全・再生の普及・啓発・学習・住民参加の促進

ロ 河川環境のモニタリング 

ハ 水質改善のための啓発活動 

(3) 河川の適正な利用の推進を図る活動 河川環境の保全・再生の普

及・啓発・学習 

(4) 節水意識の普及・啓発活動 

(5) 日常的な河川管理活動 河川管理についての理解・普及・啓発・

学習・住民参加促進 

(6) 河川にかかわる歴史・文化の普及・啓発活動 

(7) 河川行政と地域・住民・住民団体のコーディネートを図る活動 

(8) 川づくり・まちづくりへの参画・支援活動 

(9) 木津川上流に関心を持ち愛護する人材を育成する活動 

(10) 河川レンジャー活動に関するニュースの発行等の情報の発信 

2 河川レンジャーは、活動を通して前項に規定する活動のほか、河川レ

ンジャーの人材発掘や河川レンジャーとしてふさわしい活動をレンジ

ャー会議に提案することができるものとする。 
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運営要領(案) 細則(案) 

3 河川レンジャーは、河川レンジャーとしての活動中において、宗教活

動、政治活動及び営利活動並びにこれら行為と紛らわしい行為を行って

はならない。 

(河川レンジャーの活動範囲及び活動拠点) 

第 8 条 河川レンジャーの活動範囲は、木津川上流域とする。 

2 河川レンジャーの活動拠点は、伊賀上野出張所構内にある上野遊水地

集中管理センター資料室内に置く。 

 

 

第 3 条 河川レンジャーは、上野遊水地集中管理

センター資料室の使用にあたり、使用申請

書を事務局に提出しなければならない。 

(河川レンジャーの定員) 

第 9 条 河川レンジャーの定員は、若干名とする。 

 

 

(河川レンジャーの任期) 

第 10 条 河川レンジャーの任期は、任命された日から当該年度の 3 月 31 日

までとする。ただし、再任は妨げない。 

2 再任期間は再任された日から当該年度の 3 月 31 日までとする。 

 

第 4 条 事務局は、任命された河川レンジャーに

対し、委嘱状を発行する。 

(河川レンジャーの応募要件) 

第 11 条 河川レンジャー応募者は、次の各号に掲げる要件を満たしていなけ

ればならない。 

 

 

(1) 木津川上流域で活動できる満 18 歳以上の者であること。 

(2) 地域固有の情報や知識に興味や関心があること。 

(3) 有能な河川レンジャーになれるよう日々熱意を持ち、自己研鑽や

研修を惜しまないこと。 

(4) 公共施設の不正使用等の法令に違反する行為を行っていないこ

と。 

(5) 心身ともに健全で河川レンジャーとして活動できること。 

(6) 本運営要領(案)を遵守できること。 

2 河川レンジャー応募者は、前項各号に規定する要件を満たしているほ

か、次の各号に掲げる知識、経験及び資格等を有していることが望まし

い。 

(1) 解説、通訳、啓発に関する技術(インタープリテーション技術) 

(2) コーディネートに関する知識と技術 

(3) 緊急時対応に関する知識 

(4) 危険予知及び回避などの安全確保や、安全教育に関する知識 

(5) 環境保全やまちづくりなどの豊富な市民活動の経験 

(6) 地域のスポーツ活動指導や青少年育成などの豊富な経験 

(7) 郷土史への精通 

(8) 川や水に関する豊富な知識や実務経験 

 

第 5 条 事務局は、河川レンジャー応募者に対し、

居住地、勤務地および在学地ならびに資格

証明等に必要な書類の提出を求めることが

できるものとする。 
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運営要領(案) 細則(案) 

(9) 川の指導者(初・中・上級)としての経験 

(10) 自然観察指導員の資格 

(11) 救急・救命法受講の経験 

(河川レンジャー予定者の選考及び推薦) 

第 12 条 推薦委員会は、河川レンジャー応募者並びに再任を希望する河川レ

ンジャー(以下、「再任希望者」という。)の中から河川レンジャーとし

てふさわしい者(以下「河川レンジャー予定者」という。)を選考し、

事務所長に推薦する。 

2 河川レンジャー応募者は、推薦委員会において河川レンジャーとして

行いたい活動の発表(プレゼンテーション)を行わなければならない。 

3 再任希望者は、推薦委員会において当該年度に実施した活動の報告等

を行わなければならない。 

 

(河川レンジャーの任命) 

第 13 条 事務所長は、前条第 1項の推薦を受けたときは、河川レンジャー予

定者を河川レンジャーとして任命できるものとする。 

 

(河川レンジャーの解任及び辞任) 

第 14 条 推薦委員会は、河川レンジャーが次の各号に掲げる内容のいずれか

に該当するときは、当該河川レンジャーを解任するための提案を事務

所長に対して行うことができるものとする。 

(1) 活動の意志がないと認められるとき 

 

 

 

 

(2) 心身故障のため、活動の執行に堪えないと認められるとき 

(3) 公序良俗に反し、河川レンジャーとしてふさわしくない行為があ

ると認められるとき 

(4) 活動中において宗教活動、政治活動、営利活動及びこれら行為と

紛らわしい行為があると認められるとき 

(5) 公共施設の不正使用等の法令に違反する行為があると認められる

とき 

(6) その他、本運営要領(案)に違反したと認められるとき 

2 事務所長は、前項の提案を受け、解任の理由が妥当であると認められ

るときは、河川レンジャーを解任する。 

3 推薦委員会は、河川レンジャーから辞任の申し出を受けたときは事務

所長に報告し、事務所長は当該河川レンジャーの辞任を了承する。 

4 事務所長は、第 2 項の解任又は第 3 項の辞任の了承を行ったときは、

レンジャー会議に報告する。 

 

 

 

 

第 6 条 「活動の意志がない」とは、例えば「数

ヶ月間、活動実績がない」等、運営要領(案)

第 15条第 2項及び第3項に規定する年間活

動計画に基づく活動の遂行が不可能と判断

された場合とする。 
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運営要領(案) 細則(案) 

5 推薦委員会は、第 1 項の提案を行うときは、事前に当該河川レンジャ

ーに対して不服申し立てによる弁明の機会を与えなければならない。 

(年間活動計画の作成・提出・決定) 

第 15 条 河川レンジャーは、年度ごとの年間活動計画(案)を作成し、活動前

年度中にレンジャー会議に提出しなければならない。 

2 レンジャー会議は、前項の年間活動計画(案)の内容を審議し、河川レ

ンジャーの活動としてふさわしいと認められるときは、当該案を年間活

動計画として事務所長に報告する。 

3 河川レンジャーは、前項の年間活動計画を変更できるものとする。た

だし、変更が軽微な場合は事務局の承諾によるものとし、著しい変更の

場合はレンジャー会議の承諾を得なければならない。 

 

(活動報告) 

第 16 条 河川レンジャーは、活動日誌を事務局に提出するとともに、活動の

内容、経過及び結果等をレンジャー会議において報告しなければなら

ない。 

 

第 7 条 活動日誌の種類は、活動日誌(計画)、活

動日誌(報告)、活動日誌(レポート)とする。

  2 活動日誌(計画)は、運営要領(案)第 15 条

第 2 項及び第 3 項に規定する年間活動計画

に基づく活動の具体的な計画について、活

動 2 週間前までに事務局へ提出し、承諾を

得なければならない。 

  3 活動日誌(報告)は、活動日誌(計画)に基づ

き実施された活動について、活動翌月 10 日

までに事務局に提出し、承諾を得なければ

ならない。 

  4 活動日誌(レポート)は、河川に関する日常

的な発見や異常等について記録し、事務局

に提出するものとする。 

(河川レンジャーの報酬等) 

第 17 条 河川レンジャーの報酬は月払いとし、河川レンジャーとしてふさわ

しい活動内容に対して支給するものとする。 

 

 

 

 

2 河川レンジャーの報酬月額は、別に定める細則の規定によるものとす

る。ただし、活動内容に応じて報酬月額の増減を行う場合がある。 

 

 

 

 

第 8 条 事務局は、細則第 7 条第 3 項に規定する

活動日誌(報告)により、報酬の支給の可否

を決定する。 

  2 報酬は活動全体を包括して月払いとし、月

遅れ支給とする。 

 

第 9 条 報酬月額は、河川レンジャーを国土交通

省が定める「技師 C＝行政職(-)4～5級相当

(係長相当)」と位置付け、「設計業務委託等

技術者単価」を基に、月 4 日間 1 日 4 時間

を基本とする。 
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運営要領(案) 細則(案) 

 

 

 

 

3 交通費等は、細則の規定によるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

4 河川レンジャーとしての活動が月間中にない場合は、報酬を支給しな

い。 

5 河川レンジャーは、第 11 条に規定する応募要件に関して虚偽の申告が

認められるとき又は第 14 条第 1 項第 3 号から第 6 号までに規定する解

任事項が認められるときは、その行為のあった月まで遡り、報酬を全額

返却しなければならない。 

  2 活動時間に0.5時間未満の端数を生じた場

合は切り捨てるものとし、報酬月額は予算

の制約上、適宜見直せるものとする。 

 

第 10 条 交通費等は、国土交通省「設計業務等標

準積算基準書(参考資料)」に準ずるものと

する。 

  2 積算上の基地は、伊賀もしくは名張市役所

とし、木津川上流管内以外で行動する場合

は、事前に事務局の承諾を得なければなら

ない。ただし、上記によりがたい場合は、

事務局と協議のうえ決定するものとする。

(経費及び報酬等の支払い) 

第 18 条 第 4条第 1 項に規定する経費、前条第 2 項に規定する報酬及び前条

第 3 項に規定する交通費等は、事務局が河川レンジャーに支払うもの

とする。 

2 河川レンジャーは、前項の支払いに当たっては、事務局が指定する様

式に必要な事項を記載し、事務局に請求しなければならない。 

 

 

 

 

第 11 条 事務局は、請求内容の妥当性を確認し、

報酬及び交通費等を支払うものとする。 

(保険の加入) 

第 19 条 河川レンジャーは、河川レンジャーとしての活動並びに第 15 条第

2 項及び第 3 項に規定する年間活動計画に基づく活動を行うに当たっ

ては、事前に、本人及び当該活動参加者を対象とした傷害保険等に加

入しなければならない。 

2 前項の傷害保険等への加入手続きは、事務局が行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

(事故の責任) 

第 20 条 河川レンジャーが、河川レンジャーとしての活動並びに第 15 条第

2 項及び第 3 項に規定する年間活動計画に基づく活動中に起こした第

三者及び本人に対する事故の責任は、法律上適正な責任の範囲内で事

務局が負うものとする。 

 

 

 

 

 

(河川レンジャーへの支援) 

第 21 条 事務所長は、河川レンジャーの活動範囲や機会の拡大、活動に必要

な物的及び人的支援、資質向上のための講習等の参加支援、民間交流
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運営要領(案) 細則(案) 

の拡大、施設の利用等、河川レンジャーを支援する。 

第 3 章 木津川上流管内河川レンジャー懇談会 

(懇談会の役割) 

第 22 条 懇談会は、河川レンジャー活動のよりよい運営のために、制度、運

営計画、支援方策、河川レンジャーのあり方及び役割等について、指

導・助言を行うことを役割とする。 

 

(懇談会の構成) 

第 23 条 懇談会は、次の各号の会員をもって構成する。 

(1) 学識経験者及び見識者 若干名 

(2) レンジャー会議座長 

(3) 三重県 伊賀建設事務所長 

(4) 独立行政法人水資源機構 木津川ダム総合管理所長 

(5) 伊賀市 建設部長 

(6) 名張市 都市整備部長 

(7) 国土交通省近畿地方整備局 木津川上流河川事務所長 

 

(懇談会の組織) 

第 24 条 懇談会の会員の委嘱は、前条第 2項各号の会員に対して、事務局が

行うものとする。 

2 会員の任期は、委嘱された日から当該年度の 3 月 31 日までとする。た

だし、再任は妨げない。 

3 補欠のため又は増員によって委嘱する会員の任期は、それぞれの前任

者又は現任者の任期の残存期間とする。 

4 懇談会に会務を総務する会長を置き、会員の互選によりこれを定める。

5 懇談会に副会長を置き、会長の指名によりこれを定める。 

 

第 12 条 事務局は、各会員に対し、委嘱状を発行

する。 

 

(懇談会の運営) 

第 25 条 懇談会は、必要に応じて開催する。 

2 懇談会は、会員総数の過半数の出席をもって成立し、出席会員の過半

数をもって議決する。 

3 会長に事故があるときは、副会長がその職務を代行する。 

4 第 23 条第 2項第 1号を除く会員については、懇談会への代理出席を認

めるものとする。 

 

 

(懇談会の情報公開) 

第 26 条 懇談会は、原則として、公開で行う。 

2 事務所長は、懇談会を開催するに当たっては、事前に木津川上流河川

事務所のホームページ等に開催の案内を掲示するものとし、懇談会の開

催後には、先のホームページに議事要旨を掲載する。 

 

(懇談会の開催) 

第 27 条 懇談会の開催は、会長からの提案を受けて、事務所長が招集する。
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運営要領(案) 細則(案) 

2 事務局は、原則として、懇談会を開催する日の 2 週間前までに、各会

員に対し、開催日時、開催場所及び議事内容を記載した懇談会開催の通

知をしなければならない。 

3 事務局は、原則として、懇談会資料を懇談会の開催日までに、各会員

に対し、送付しなければならない。 

第 4 章 木津川上流管内河川レンジャー会議 

(レンジャー会議の役割) 

第 28 条 レンジャー会議は、河川レンジャー活動を主体的に運営する機関と

して、次の各号に掲げる事項を討議する。 

(1) 河川レンジャーの年間活動計画及び運営計画の決定 

(2) 河川レンジャーの活動報告及び運営報告 

(3) 河川レンジャーのあり方及び役割 

(4) 支援方策及び地域連携方策 

(5) 河川レンジャーの知識、技能及び能力の向上に資する取り組み 

(6) 円滑な運営に資する仕組みや制度 

(7) 運営要領(案)等の各種基準の制定及び改正提案 

(8) 懇談会への報告事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 13 条 懇談会への報告は、各会員に対して事務

局より書面で行う。 

(レンジャー会議の構成) 

第 29 条 レンジャー会議は、次の各号の委員をもって構成する。 

(1) 河川レンジャー 全員 

(2) 三重県 伊賀建設事務所 事業推進室 流域課長 

(3) 独立行政法人水資源機構 木津川ダム総合管理所 管理課長 

(4) 伊賀市 建設部 公共基盤推進課長 

(5) 名張市 都市整備部 都市整備政策室長 

(6) 国土交通省近畿地方整備局 木津川上流河川事務所 管理課長 

(7) 国土交通省近畿地方整備局 木津川上流河川事務所 伊賀上野出

張所長 

(8) 国土交通省近畿地方整備局 木津川上流河川事務所 名張川出張

所長 

(9) その他必要に応じて 若干名 

 

(レンジャー会議の組織) 

第 30 条 レンジャー会議の委員の委嘱は、前条第 1 項各号の委員に対して、

事務局が行うものとする。 

2 委員の任期は、委嘱された日から当該年度の 3 月 31 日までとする。た

だし、再任は妨げない。 

3 補欠のため又は増員によって委嘱する委員の任期は、それぞれの前任

者又は現任者の任期の残存期間とする。 

 

第 14 条 事務局は、各委員に対し、委嘱状を発行

する。 
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運営要領(案) 細則(案) 

4 レンジャー会議に会務を総務する議長を置き、委員の互選によりこれ

を定める。 

5 レンジャー会議の議事進行のため、河川レンジャーの中から座長を選

任できるものとし、委員の互選によりこれを定める。 

(レンジャー会議の運営) 

第 31 条 レンジャー会議は、必要に応じて開催する。 

2 レンジャー会議は、委員総数の過半数の出席をもって成立し、出席委

員の過半数をもって議決する。 

3 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を

代行する。 

4 第 29 条第 1項第 1号及び第 9 号を除く委員については、レンジャー会

議への代理出席を認めるものとする。 

5 座長は、懇談会に出席するものとする。ただし、出席が困難なときは、

座長があらかじめ指名する河川レンジャーが代理出席するものとする。

6 議長並びに座長は、推薦委員会及び第 37 条第 5 項に規定する推薦委員

会が設置する意見を聴取する場に出席するものとする。ただし、出席が

困難なときは、議長並びに座長があらかじめ指名する委員が代理出席す

るものとする。 

7 座長は、必要があると認めるときは、レンジャー会議に関係者の出席

を求め、討議に参考となる説明又は意見を聴くことができるものとす

る。 

 

(レンジャー会議の情報公開) 

第 32 条 レンジャー会議は、原則として、公開で行う。 

2 事務所長は、レンジャー会議を開催するに当たっては、事前に木津川

上流河川事務所のホームページ等に開催の案内を掲示するものとし、レ

ンジャー会議の開催後には、先のホームページに議事要旨を掲載する。

 

(レンジャー会議の開催) 

第 33 条 レンジャー会議の開催は、議長が招集する。 

2 事務局は、原則として、レンジャー会議を開催する日の 2 週間前まで

に、各委員に対し、開催日時、開催場所及び議事内容を記載したレンジ

ャー会議開催の通知をしなければならない。 

3 事務局は、原則として、レンジャー会議資料をレンジャー会議の開催

日までに、各委員に対し、送付しなければならない。 

 

第 5 章 木津川上流管内河川レンジャー推薦委員会 

(推薦委員会の役割) 

第 34 条 推薦委員会は、第 12 条に規定する河川レンジャー予定者の選考及

び推薦、第 14 条第 1 項に規定する河川レンジャーの解任に関する提案

並びに第14条第3項に規定する河川レンジャーの辞任に関する報告を
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運営要領(案) 細則(案) 

行うことを役割とする。 

2 河川レンジャー予定者の選考に当たっては、別に定める「木津川上流

管内河川レンジャー審査要領(案)」(以下、「審査要領(案)」という。)

に基づき、公平中立な立場で審査を行う。 

(推薦委員会の構成) 

第 35 条 推薦委員会は、委員及びオブザーバーをもって構成する。 

2 委員は次の各号のとおりとする。 

(1) 学識経験者及び見識者 若干名 

(2) 三重県 伊賀建設事務所 副所長 

(3) 独立行政法人水資源機構 木津川ダム総合管理所 副所長 

3 オブザーバーは次の各号のとおりとする。 

(1) 伊賀市 建設部 公共基盤推進課長 

(2) 名張市 都市整備部 都市整備政策室長 

(3) 国土交通省近畿地方整備局 木津川上流河川事務所長 

(4) レンジャー会議議長 

 

(推薦委員会の組織) 

第 36 条 推薦委員会の委員の委嘱は、前条第 2項各号の委員に対して、事務

局が行うものとする。 

2 委員の任期は、委嘱された日から当該年度の 3 月 31 日までとする。た

だし、再任は妨げない。 

3 補欠のため又は増員によって委嘱する委員の任期は、それぞれの前任

者又は現任者の任期の残存期間とする。 

4 推薦委員会に会務を総務する委員長を置き、委員の互選によりこれを

定める。 

5 推薦委員会に副委員長を置き、委員長の指名によりこれを定める。 

 

第 15 条 事務局は、各委員に対し、委嘱状を発行

する。 

 

(推薦委員会の運営) 

第 37 条 推薦委員会は、必要に応じて開催する。 

2 推薦委員会は、委員総数の過半数の出席をもって成立し、出席委員の

過半数をもって議決する。 

3 委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代行する。 

4 第 35 条第 2項第 1号を除く委員については、推薦委員会への代理出席

を認めるものとする。 

5 推薦委員会は、審査のために参考となる意見を聴取する場を設置する

ことができるものとする。 

 

 

(推薦委員会の情報公開及び守秘義務) 

第 38 条 推薦委員会は、非公開で行う。ただし、審査要領(案)に基づき、河

川レンジャー応募者並びに再任希望者のプライバシーを害する恐れの
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運営要領(案) 細則(案) 

ある情報を除き、審査結果の要旨を木津川上流河川事務所ホームペー

ジ等で公開する。 

2 推薦委員会は、河川レンジャー応募者並びに再任希望者に対し、審査

結果を文書で通知する。 

3 委員、オブザーバー及び事務局は、推薦委員会に関する情報について、

守秘義務を負うものとする。 

4 前条第 5 項に規定する意見を聴取する場の公開は、推薦委員会におい

て決定する。 

(推薦委員会にかかわる情報開示) 

第 39 条 推薦委員会の河川レンジャー予定者の選考に関する情報の開示を

請求されたときは、「国土交通省所管分野における個人情報保護に関す

るガイドライン」に基づき、近畿地方整備局木津川上流河川事務所よ

り開示する 

 

(推薦委員会の開催) 

第 40 条 推薦委員会の開催は、委員長が招集する。 

2 事務局は、原則として、推薦委員会を開催する日の 2 週間前までに、

各委員に対し、開催日時及び開催場所を通知しなければならない。 

 

第 6 章 雑則 

(細則) 

第 41 条 事務所長は、本要領(案)に基づき、次の各号に掲げる細則等を定め

ることができるものとする。 

(1) 木津川上流管内河川レンジャー運営要領(案)細則 

(2) 木津川上流管内河川レンジャー審査要領(案) 

 

(運営要領(案)の改正) 

第 42 条 本運営要領(案)を改正するときは、レンジャー会議からの提案を受

けて事務所長が行う。 

(細則(案)の改正) 

第 16 条 この細則(案)を改正するときは、事務局

が行う。 

 

(用語の意義) 

第 17 条 この運営要領(案)において、次の各号に

掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

  (1)公共施設 国、県、市の管理する施設をい

う。 

  (2)川の指導者(初・中・上級) 「特定非営利

活動法人川に学ぶ体験活動協議会で認定さ

れた者」等をいう。 

  (3)川づくり 例えば「本来の河川環境を活か

す川づくり」等をいう。 
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運営要領(案) 細則(案) 

  (4)まちづくり 例えば「地域で育てて地域を

育てる活動」等をいう。 

附則 

1.本運営要領(案)は、平成 20 年 3 月 4 日から施行する。 

 

改正 平成 20 年 9 月 5 日 

   平成 21 年 7 月 8 日 

   平成 23 年 2 月 28 日 

   平成 23 年 8 月 22 日 

   平成 24 年 6 月 11 日 

   平成 25 年 7 月 31 日 

   平成 26 年 12 月 4日 

附則 

1.この細則(案)は、平成 21 年 7 月 17 日から施行

する。 

 

改正 平成 23 年 2 月 28 日 

   平成 23 年 8 月 22 日 

   平成 25 年 7 月 31 日 
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